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久喜市高齢者大学卒業式・修了式
　２月15日㈪、久喜総合文化会館で、「久
喜市高齢者大学卒業式・修了式」が行われ
ました。
　今年度の卒業生は82人。当日は卒業証
書・修了証書や皆勤賞・精勤賞の授与、在
校生代表による送辞や卒業生代表による答
辞などが行われました。卒業生は在校生同
士が手と手を繋いで作ったアーチをくぐ
り、在校生から「今までありがとう」など
声を掛けられながら、笑顔で退場していま
した。

主 な 内 容
●平成28年度　当初予算の概要を
　　　　　　　　　　お知らせします
●平成28年度の主要事業
●障害者差別解消法　スタート
●４月１日㈮から市役所第二庁舎内の各課配置が
　変わりました／４月１日㈮から道路レスキューが
　始まりました／川妻橋が完成しました

広報
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……………… 9

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp）やｉ広報紙からも、ご覧になれます。
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概要をお知らせします

※文章および表中の数値については端数処理の関係により、合計が一致しない場合があります。

問合せ　財政課財政係（内線2421〜2426）

会計別予算一覧

用語の解説（歳出）
民生費　年金、生活保護、各種福祉手当、福祉施設、保育
園の管理・運営などの経費
総務費　庁舎の管理、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統
計調査、交通安全対策、コミュニティの推進などの経費
土木費　道路、公園、橋、河川の建設・管理などの経費
公債費　市が借りたお金の返済に充てる経費
教育費　小・中学校や幼稚園、図書館などの経費
衛生費　健康診断、予防接種、公害対策、衛生組合負担金
などの経費
消防費　消防・水防に関する経費
農林水産業費　農業委員会や農業対策に要する経費
議会費　議会の活動に要する経費

用語の解説（歳出）
扶助費　生活保護、高齢者・障がい者・児童福祉などの経費
人件費　職員給与費などの経費
公債費　市が借りたお金の返済に充てる経費
普通建設事業費等　道路、公園、学校などの建設にかかる
経費および災害復旧にかかる経費
物件費　物品の購入、業務委託などの経費
繰出金　特別会計に支出する経費
補助費等　一部事務組合への負担金、各種団体への補助金
などの経費

（単位：千円）

会　計　名 平成28年度 平成27年度 増減率(％)
一 　 般 　 会 　 計 46,874,000 56,594,000 △17.2
特 　 別 　 会 　 計 36,873,008 36,937,223 △0.2
国民健康保険特別会計 20,189,100 20,438,300 △1.2
介 護 保 険 特 別 会 計 9,173,000 9,020,500 1.7
後期高齢者医療特別会計 1,528,500 1,436,900 6.4
下水道事業特別会計 4,713,500 4,851,000 △2.8
農業集落排水事業特別会計 858,900 767,000 12.0
土地区画整理事業特別会計 407,900 399,800 2.0
土 地 取 得 特 別 会 計 2,108 23,723 △91.1

水 道 事 業 会 計 6,452,435 6,108,425 5.6
※水道事業会計については、収益的支出と資本的支出の予算額を合わせた値となっています。

目的別

性質別

歳出（目的別）
468億7,400万円

歳出（性質別）
468億7,400万円

民生費
189億8,075万円
（40.5％）

総務費
52億6,580万円
（11.2％）土木費

52億2,914万円
（11.2％）

扶助費
114億9,495万円
（24.5％）

人件費
75億170万円
（16.0％）

公債費
49億3,531万円
（10.5％）

普通建設事業費等
26億9,761万円
（5.8％）

物件費
67億9,721万円
（14.5％）

繰出金
66億7,299万円
（14.2％）

補助費等
58億2,586万円
（12.4％）

その他
9億4,838万円
（2.0％）

公債費
49億3,531万円
（10.2％）

教育費
44億4,232万円
（9.5％）

衛生費
37億6,398万円
（8.0％）

消防費
24億4,649万円
（5.2％）

農林水産業費
7億689万円
（1.5％） 議会費

3億5,664万円
（0.8％）

その他
7億4,668万円
（1.6％）

投資的経費
建設工事などに使う経費

義務的経費
支出が義務づけられ任意に
節減できない経費

その他経費

民生費
189億8,075万円
（40.5％）

総務費
52億6,580万円
（11.2％）土木費

52億2,914万円
（11.2％）

扶助費
114億9,495万円
（24.5％）

人件費
75億170万円
（16.0％）

公債費
49億3,531万円
（10.5％）

物件費
67億9,721万円
（14.5％）

繰出金
66億7,299万円
（14.2％）

補助費等
58億2,586万円
（12.4％）

公債費
49億3,531万円
（10.5％）

教育費
44億4,232万円
（9.5％）

　生活保護費の増などにより、目的別では、民生費が６億2,117万円の増（前年度比3.4%増）、性質別では扶助費
が約９億351万円の増（前年度比8.5%増）となっています。
　また、液状化対策推進事業の減などにより、目的別では土木費が約45億110万円の減（前年度比46.3%減）、諸
支出金が約45億4,036万円の減（前年度比96.1%減）、性質別では普通建設事業費が約58億3,430万円の減（68.4%
減）、積立金が約45億4,036万円の減（前年度比96.1%減）となっています。

一般会計歳出
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● 平成28年度　当初予算の概要をお知らせします ●

平成28年度　当初予算の
各会計の予算書は、市ホームページ、公文書館および市立図書館で閲覧できます。

　平成28年度当初予算は、久喜市総合振興計画における本市の将来像である「豊かな未来を創造する個性輝く文化田園都市」
の実現に向けて、これまでの取り組みや成果を礎に、久喜NO.１宣言を具現化し、更なる発展を目指す予算となっています。
　本市の財政状況については、歳入の根幹をなす市税は、景気回復などによる増収要因があるものの、その推移は楽観できな
いものであります。また、普通交付税は、合併算定替の段階的縮減期間に入り、年々減額率が高まっていくことから、本市の
財政状況は、厳しさが増していきます。
　このため、予算編成に当たり、「入るを量りて出ずるを制す」を基本姿勢として、各部が主体となり限られた財源の重点的
配分に努め、「選択と集中」の考えのもと、平成28年度当初予算の編成に臨みました。
　今後も引き続き、久喜市行政改革大綱の着実な実行により、行政全般をスリム化し、持続可能な行政サービスの提供に努め
ていきます。
　なお、予算規模については、一般会計で468億7,400万円となっています。前年度と比べると97億2,000万円と大幅な減
（前年度比17.2％減）となっています。この主な要因は、液状化対策推進事業と、その財源を積み立てた東日本大震災復興交
付金基金積立事業が、約86億8,000万円の減になったほか、災害に強いまちづくりのための本庁舎や小・中学校の耐震化整備
事業が一段落したことによります。

一般会計　　　 468億7,400万円 （前年度比17.2％減）
特別会計　　　 368億7,300万8,000円 （前年度比 0.2％減）
水道事業会計　 64億5,243万5,000円 （前年度比 5.6％増）

市債残高（見込額）

用語の解説（歳入）
市税　市民税、固定資産税、市たばこ税など
繰入金　基金（貯金）などから取り崩すお金
諸収入　市貸付金の償還金、学校給食費など
国庫支出金　市の事業に対し、国から交付されるお金
地方交付税　所得税などの国税の中から交付される
お金
市債　国や金融機関などから借り入れるお金
県支出金　市の事業に対し、県から交付されるお金
地方消費税交付金　地方消費税から交付されるお金
地方譲与税　地方揮発油税、自動車重量税から交付
されるお金

（単位：千円）

会　計　名 平成28年度末 平成27年度末
市 全 体 75,921,768 77,565,084
一 般 会 計 47,721,892 48,646,704
うち臨時財政対策債 25,089,277 24,680,723
下水道事業特別会計 19,743,069 19,808,771
農業集落排水事業特別会計 4,715,664 4,823,014
土地区画整理事業特別会計 623,462 868,802
土地取得特別会計 0 2,080
水 道 事 業 会 計 3,117,681 3,415,713
※平成27年度末の市債残高については、補正予算後の額となっています。

歳　入
468億7,400万円

その他自主財源
11億8,791万円
（2.5％）

その他依存財源
4億9,961万円
（1.1％）

地方譲与税
4億1,900万円
（0.9％）

地方消費税交付金
21億円
（4.5％）

自主財源
市が自主的に収入
しうる財源

依存財源
国などを経由し、
市の裁量が制限さ
れる財源

市税
214億2,415万円
（45.7％）

繰入金
22億753万円
（4.7％）

諸収入
11億4,956万円
（2.5％）

地方交付税
45億9,518万円
（9.8％）

国庫支出金
69億7,136万円
（14.9％）

市債
35億4,460万円
（7.6％）

県支出金
27億7,511万円
（5.9％）

市税
214億2,415万円
（45.7％）

地方交付税
45億9,518万円
（9.8％）

国庫支出金
69億7,136万円
（14.9％）

　主要な財源である市税は、平成27年度税制改正において法人税の税率が引き下げられたことにより法人市民税法
人税割が減となったものの、固定資産税の増などにより約３億1,772万円の増（前年度比1.5％増）となりました。一
方、地方交付税については、合併算定替による加算分の減額などにより約７億121万円の減（前年度比13.2%減）とな
りました。
　また、液状化対策推進事業の減などにより、国庫支出金が約29億4,593万円の減（前年度比29.7%減）、繰入金が約
46億8,278万円の減（前年度比68.0%減）となりました。

一般会計歳入
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

地
域
ご
と
に
独
自
の
施
策
や
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
す
る
「
地
域
会
議
」
を
平
成
27

年
度
に
設
置
し
、
以
下
の
４
つ
の
事
業
を
平

成
28
年
度
の
地
域
会
議
事
業
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

□新 

総
合
運
動
公
園　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
事
業

　

（
久
喜
地
域
会
議
事
業
） 

５
０
０
万
円

　

総
合
運
動
公
園
内
に
草
花
の
植
栽
等
を
行

い
ま
す
。

□新  

あ
や
め
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
関
係
施
設
等
整
備
事
業

（
菖
蒲
地
域
会
議
事
業
） 

５
０
０
万
円

　

菖
蒲
総
合
支
所
周
辺
の
施
設
整
備
を
行

い
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

賑
わ
い
の
場
を
創
出
し
ま
す
。

□新  

栗
橋
宿
ま
ち
あ
る
き
観
光
活
性
化
事
業

（
栗
橋
地
域
会
議
事
業
） 

５
０
０
万
円

　

栗
橋
地
区
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
の
掘

り
起
こ
し
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
と
併
せ

て
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
□新  

コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
推
進
事
業

（
鷲
宮
地
域
会
議
事
業
） 

５
０
０
万
円

　

コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
の
整
備
等
を

行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
議
会
開
催
事
業 

３
万
円

　

子
ど
も
た
ち
に
市
行

政
お
よ
び
議
会
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
い
、

児
童
・
生
徒
会
活
動
等

に
生
か
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、幅
広
い
意
見
・

要
望
な
ど
を
市
政
運
営

の
参
考
に
し
ま
す
。

□新 

埼
葛
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
６
万
円

　

地
域
住
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
正
し
い

理
解
を
図
る
た
め
、
埼
葛
12
市
町
の
団
体
等

が
主
催
す
る
「
第
25
回
埼
葛
人
権
を
考
え
る

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
合
併
浄
化
槽
普
及
促
進
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
１
２
万
円

　

補
助
対
象
地
域
に
お
い
て
、
既
存
単
独
処

理
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
転
換
設
置
す
る
方
を
支
援
し

ま
す
。

・
ご
み
処
理
施
設
整
備
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
７
２
万
円

　

市
内
全
域
の
ご
み
処
理
を
可
能
に
す
る
施

設
を
建
設
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業 

１
０
０
０
万
円

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
導

入
を
支
援
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
地
域
普
及
事
業 

45
万
円

　

地
域
で
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
・
啓
発

を
行
い
、
緑
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
一
助
と
し
ま
す
。

・
地
域
医
療
対
策
事
業 

２
１
３
３
万
円

　

二
次
救
急
輪
番
病
院
の
運
営
に
要
す
る
経

費
の
一
部
助
成
お
よ
び
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
と
ね
っ
と
」
の
運
営
に

要
す
る
経
費
の
負
担
等
、
地
域
医
療
体
制
の

維
持
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
□新 
保
育
士
試
験
受
験
手
数
料
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
円

　

市
内
の
民
間
保
育
所
等
に
就
職
す
る
保
育

士
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
受
験
手
数
料
を

補
助
し
、
保
育
士
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

□新 

不
妊
治
療
費
助
成
事
業 

１
０
５
０
万
円

　

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□新 

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

　
【
介
護
保
険
特
別
会
計
】 

 

92
万
円

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
と
を
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

□新 

障
が
い
者
意
思
表
示
支
援
用
具
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47
万
円

　

被
災
時
に
お
い
て
、
視
覚
障
が
い
者
お
よ

び
聴
覚
障
が
い
者
が
周
囲
か
ら
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
示

す
支
援
用
ビ
ブ
ス
お
よ
び
バ
ン
ダ
ナ
を
配
布

し
ま
す
。

・
英
語
教
育
指
導
事
業　
　

５
２
０
４
万
円

　

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
増
員
し
、

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
お
よ
び
国

際
理
解
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

□新 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
促
進

　

事
業 

20
万
円

　

小
・
中
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
力
を
学
校
運
営

に
生
か
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

□新 

小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

９
６
８
３
万
円

□新 

中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

５
８
７
３
万
円

１
市
民
が
参
加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

豊
か
な
ま
ち

２
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
、
環
境
に
優
し
い

　

ま
ち

３
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
健

　

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

４
心
豊
か
な
人
材
を
育
み
、
郷
土
の
歴
史

　

文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち

平
成
28
年
度
の
主
要
事
業

　

総
合
振
興
計
画
の
７
つ
の
体
系
別
大
綱
に
従
い
、
今
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

※
□新 
印
は
新
規
事
業
を
表
し
て
い
ま
す
。

※
金
額
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
額
で
す
。

※ 

＊
印
の
事
業
は
平
成
27
年
度
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
よ
り
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
前
倒

し
を
し
ま
し
た
。
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● 平成28年度の主要事業 ●
　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
、
空
調
設
備
を
整

備
し
ま
す
。

・
市
史
編
さ
ん
事
業 

 

49
万
円

　

本
市
ゆ
か
り
の
人
物
に
関
す
る
資
料
を
整

理
し
、「（
仮
称
）
久
喜
市
ゆ
か
り
の
人
物

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
刊
行
を
行
い
、
市
民
等

に
紹
介
し
ま
す
。

・
久
喜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業 
９
７
５
万
円

　

久
喜
マ
ラ
ソ
ン
（
愛
称
「
よ
ろ
こ
び
の
ま

ち
マ
ラ
ソ
ン
」
）
を
開
催
し
ま
す
。

□新 

栗
橋
北
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
２
８
万
円

　

国
が
進
め
る
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化

対
策
に
合
わ
せ
、
栗
橋
北
二
丁
目
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
ま
す
。

□新 

道
路
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業 

８
８
５
万
円

　

市
民
等
か
ら
道
路
に
関
す
る
不
具
合
に
つ

い
て
通
報
を
受
け
た
際
に
、
速
や
か
に
現
場

に
駆
け
付
け
、そ
の
場
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

・
西
堀
・
北
中
曽
根
線
道
路
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
０
１
６
万
円

　

新
市
の
一
体
化

を
促
す
道
路
の
一

つ
で
あ
る
西
堀
・

北
中
曽
根
線
の
道

路
改
良
工
事
等
を

行
い
ま
す
。

・
東
停
車
場
線
整
備
事
業　

６
２
９
１
万
円

　

久
喜
駅
東
口
大
通
り
の
延
伸
整
備
の
た
め
、

土
地
購
入
お
よ
び
整
備
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

・
東
鷲
宮
駅
西
口
停
車
場
線
延
伸
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
０
８
万
円

　

東
鷲
宮
駅
西
口
停
車
場
線
の
延
伸
整
備
等

を
行
い
ま
す
。

・
鷲
宮
産
業
団
地
青
毛
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

　

新
市
の
一
体
化
を
促
す
道
路
の
一
つ
で
あ

る
鷲
宮
産
業
団
地
青
毛
線
の
整
備
に
伴
い
、

設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
佐
間
・
八
甫
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
９
６
万
円

　

新
市
の
一
体
化
を
促
す
道
路
の
一
つ
で
あ

る
佐
間
・
八
甫
線
の
整
備
に
伴
い
、
設
計
業

務
お
よ
び
土
地
購
入
等
を
行
い
ま
す
。

・ 

（
仮
称
）
本
多
静
六
記
念　

市
民
の
森
・

緑
の
公
園
整
備
事
業 
１
６
０
２
万
円

　

（
仮
称
）
本
多
静
六
記
念　

市
民
の
森
・

緑
の
公
園
の
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

・
消
防
団
活
動
事
業 

８
５
０
２
万
円

　

火
災
や
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の

消
防
団
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

□新 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
９
１
万
円

　

防
災
行
政
無
線
を
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
更
新
し
ま
す
。

□新 

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業 

１
０
５
８
万
円

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
行
い
ま
す
。

・
青
年
就
農
給
付
金
事
業 

７
５
０
万
円

　

就
農
初
期
段
階
の
経
営
が
不
安
定
な
青
年

就
農
者
を
支
援
し
ま
す
。

・
企
業
等
誘
致
事
業 

２
億
５
７
８
万
円

　

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
菖
蒲
北
部
地
区
、

菖
蒲
南
部
産
業
団
地
お
よ
び
清
久
工
業
団
地

周
辺
地
区
へ
進
出
し
た
企
業
に
対
し
て
、
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
創
業
支
援
補
助
事
業 

３
０
０
万
円

　

市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
方
や
、
創
業
間

も
な
い
方
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　
□新 

栗
橋
地
域
歴
史
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　

市
民
が
興
味
を
持
て
る
魅
力
あ
る
「
栗
橋

ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ
」
を
作
製
し
ま
す
。

・
行
政
改
革
推
進
事
業 

48
万
円

　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

□新 

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
事
業

６
０
４
万
円

　

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を
２
か
年

で
策
定
す
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
審

議
等
を
行
い
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
二
交
付
事
業 

９
７
２
万
円

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
い
て
、
住

民
票
の
写
し
等
の
各
種
証
明
を
交
付
し
ま
す
。

□新  

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

　

 

　

１
５
１
５
万
円

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
通

知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま

す
。

□新 

東
京
理
科
大
学
跡
地
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
２
４
万
円

　

東
京
理
科
大
学
跡
地
を
適
正
に
維
持
管
理

し
ま
す
。

・
ペ
イ
ジ
ー
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
事
業

【
一
般
会
計
】　
　
　
　
　
　

９
３
５
万
円

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】
２
１
３
万
円

　

ペ
イ
ジ
ー
収
納
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納

を
導
入
し
、
市
税
等
の
納
付
機
会
の
拡
大
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
＊

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
７
万
円

　

市
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、

市
民
の
誇
り
や
愛

着
心
の
醸
成
の
た

め
、
市
の
魅
力
の

掘
り
起
こ
し
や
戦

略
的
な
情
報
発
信

を
行
い
ま
す
。

５�

安
全
で
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
快
適

な
ま
ち

６
地
域
の
産
業
が
元
気
で
、
多
彩
な
企
業

　

が
集
積
す
る
豊
か
な
ま
ち

７
行
財
政
を
見
直
し
、
改
革
を
進
め
る

　

ま
ち
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◆
障
害
者
差
別
解
消
法
と
は

　

こ
の
法
律
は
、
国
・
県
・
市
区
町
村
な
ど

の
行
政
機
関
や
会
社
・
お
店
な
ど
の
民
間
事

業
者
に
お
い
て
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
し
、
全
て
の
人
が
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
合
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
障
が
い
の
あ
る
方
」
と
は
、
障
害
者
基

本
法
で
定
め
ら
れ
た
障
が
い
の
あ
る
全
て

の
人
（
障
が
い
児
を
含
む
）
で
、
身
体
障
が

い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達
障

が
い
を
含
む
）
、
そ
の
他
難
病
に
起
因
す
る

障
が
い
な
ど
の
心
身
の
機
能
に
障
が
い
が
あ

る
方
で
す
。
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

方
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

す
る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁
止
さ

れ
、
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は

　

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
正
当
な

理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た

り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る

な
ど
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

例
： 

①
お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
い
す

利
用
を
理
由
に
断
ら
れ
た　

②
契
約
時

に
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
ら
、

そ
の
こ
と
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト
を
貸
し

て
も
ら
え
な
か
っ
た

※ 

正
当
な
理
由
（
安
全
の
確
保
、
財
産
の
保

全
、
損
害
発
生
の
防
止
な
ど
）
が
あ
る

場
合
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
判
断
の
理
由
を
説
明
し
、
理
解
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
合
理
的
配
慮
と
は

　

障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を

求
め
ら
れ
た
と
き
（
意
思
の
表
明
が
難
し
い

人
の
場
合
は
、
家
族
や
介
護
者
等
が
本
人
を

補
佐
し
て
行
う
も
の
を
含
む
）
に
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
側
が
負
担
に
な
り
過
ぎ
な

い
範
囲
で
、
そ
の
人
に
合
っ
た
工
夫
や
方
法

で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
配
慮
を
行
う

こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
： 

①
段
差
が
あ
る
場
所
で
、
車
い
す
利
用

者
に
キ
ャ
ス
タ
ー
上
げ
を
補
助
す
る

　
　

②
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
書
類
の
内

　
　

容
を
読
み
上
げ
る　

③
聴
覚
障
が
い
の

　
　

あ
る
方
に
筆
談
で
説
明
す
る

◆
障
が
い
者
差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
は
、

行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
も
禁

止
さ
れ
ま
す
。
合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
行

政
機
関
は
法
的
義
務
、
民
間
事
業
者
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
民
間

事
業
者
で
あ
っ
て
も
繰
り
返
し
差
別
が
行
わ

れ
、
自
主
的
な
改
善
が
期
待
で
き
な
い
場
合

な
ど
に
は
、
国
が
報
告
を
求
め
た
り
、
助
言
・

指
導
、
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
で
は
、
民
間
事
業
者
が
適
切
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
や
合

理
的
配
慮
の
具
体
例
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
対

応
指
針
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
各
府
省
庁
の

対
応
指
針
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
共
生
社
会
づ
く
り

　

市
で
は
、
職
員
が
適
切
に
対
応
す
る
た
め

の
「
久
喜
市
に
お
け
る
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
対
応
要

領
」
と
「
障
が
い
者
等
へ
の
配
慮
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
全
て
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
久
喜
市
が
利
用
し
や
す
い
機

関
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
人
一
人
が
思
い
や

り
を
持
ち
、
心
の
こ
も
っ
た
対
応
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る

こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務
で
す
。
と
も
に

生
き
、
と
も
に
暮
ら
す
共
生
社
会
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　障害者差別解消法につい
ての詳しい内容は、内閣府
ホームページをご覧くださ
い。
内閣府ホームページ

（障害を理由とする差別の
解消の推進）
http://www8.cao.go.jp/shou
gai/suishin/sabekai.html

障
害
者
差
別
解
消
法　

ス
タ
ー
ト

～
障
が
い
を
理
解
し
、
と
も
に
支
え
合
う
社
会
を
目
指
し
て
～

　

平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

障
が
い
者
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２
４
１
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・
内
線
２
３
６
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）

障害者差別解消法　Ｑ＆Ａ
Ｑ　 社会的障壁とは？
Ａ　 障がいのある方にとって、日常生活や社
　　会生活を送る上で障壁となるものです。
　　障がいのある方が利用しにくい施設・制
　　度、障がいのある方の存在を意識してい
　　ない慣習・文化、障がいのある方への偏
　　見などがあります。

Ｑ　民間事業者とは？
Ａ　 営利・非営利、個人・法人の別を問いま

せん。一般の企業やお店だけでなく、た
とえば個人事業者や対価を得ない無報酬
の事業、非営利事業を行う社会福祉法人
や特定非営利活動法人も対象となりま
す。

Ｑ　個人には法的義務や責任はないの？
Ａ　 この法律では、行政機関や民間事業者を

対象としており、個人的な関係で障がい
のある方と接する場合や個人の思想・言
論については対象としていません。しか
し、障がいを理由とする差別を解消する
ことは、社会全体の責務です。

障害者施策 検索➡
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　行政庁が行っている許可や不許可等といった処分（公権力の行使に当たる行為）に対して不服がある場合に、そ
の処分について不服を申し立てることができる制度を定めた「行政不服審査法」が、平成27年６月13日に全面改正
され、平成28年４月１日に施行されました。
問合せ　庶務課庶務・文書法規係（内線2243）
◆主な改正点
①不服申立ての手続きが一元化されました
　 　これまでの制度では、不服申立ての種類は「異議申立て」と「審査請求」の２種類ありましたが、原則として

「審査請求」に一元化されました。なお、例外として、法律に特別の定めがある場合には、「再調査の請求」を
することができます。

②申立て期間が延長されました
　　これまでの制度では60日以内とされていた審査請求期間が、３か月以内に延長されました。

③審理員制度が導入されました
　 　審理手続きの公正性および透明性を高めるため、審査請求に係る市の決定（処分）に関与していない等の要件

を満たす職員が、「審理員」として審査請求人と処分庁の両者の主張を公平に審理し、審理員意見書を作成しま
す。なお、申立てがあった場合は、口頭意見陳述を主宰します。

④第三者機関である行政不服審査会が調査・審議します
　 　審査庁が審査請求に対する裁決をするにあたり、裁決の客観性および公正性を確保するため、審理員が行った

審理手続きの適正性や審査庁の審査請求についての判断の妥当性をチェックする附属機関として、久喜市行政不
服審査会を新たに設置します。審査会は必要な調査および審議を行い、審査庁に答申を行います。

4月1日（金）から、行政不服審査制度が改正されました

 

 
 

 
 

 

   
 

 

 
 

 

 

再審査請求

 

再審査請求

再調査の請求

※
 

自
由
選
択

※
 

自
由
選
択

※�原処分または裁決
の際に他の第三者
機関の関与がある
場合や審査請求を
却下する場合、審
査請求の全部を認
容する場合等は、
諮問は不要

※�異議申立てと審
査請求の両方が
可能な場合は、
異議申立てを経
た後でなければ、
審査請求ができ
ない
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駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
駐

車
監
視
員
が
重
点
的
に
巡
回
し
、
自
動
二
輪

車
お
よ
び
一
部
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
放

置
車
両
の
確
認
等
を
実
施
す
る
路
線
、
地

域
、
時
間
帯
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
久
喜
駅
西
口
周
辺
の
活
動
地
域
の

う
ち
、
本
町
４
・
５
丁
目
の
一
部
を
縮
小

し
、
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
付
近
の
取
り
締
ま
り

を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
じ
、
東
鷲

宮
駅
周
辺
を
新
た
に
活
動
地
域
と
し
て
追
加

し
ま
す
。

　

違
法
駐
車
・
迷
惑
駐
車
は
、
見
通
し
を
妨

げ
、
事
故
の
原
因
や
車
両
お
よ
び
歩
行
者
な

ど
の
通
行
、
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
安
全
を

守
る
た
め
に
も
違
法
駐
車
や
迷
惑
駐
車
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

【
活
動
方
針
】

　

駐
車
監
視
員
は
、
次
の
路
線
・
地
域
・
時

間
帯
を
重
点
に
巡
回
し
、
放
置
車
両
の
確
認

等
を
実
施
し
ま
す
。

【
活
動
路
線
】

●
最
重
点
路
線
（
区
間
）
・
重
点
時
間
帯

・ 

市
道
２
号
線
（
久
喜
駅
東
口
周
辺
～
い

　

ち
ょ
う
通
り
周
辺
）
５
時
～
22
時

●
重
点
路
線
（
区
間
）
・
重
点
時
間
帯

・ 

下
の
「
久
喜
駅
周
辺
の
駐
車
監
視
員
活
動

地
域
」
地
図
内
の
久
喜
駅
東
口
周
辺
路
線

５
時
～
22
時

【
活
動
地
域
】

●
最
重
点
地
域
・
重
点
時
間
帯

・
久
喜
駅
東
口
周
辺　

５
時
～
22
時

●
重
点
地
域
・
重
点
時
間
帯

・
久
喜
駅
西
口
周
辺　

５
時
～
22
時

・
東
鷲
宮
駅
東
側
周
辺　

５
時
～
22
時

駐
車
監
視
員
活
動
地
域
が

見
直
さ
れ
ま
す
！

　

久
喜
警
察
署
で
は
、
放
置
車
両
の
確
認
等
を
「
久
喜
警
察
署
駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
の
円
滑
化
や
交
通
事
故
防
止
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
５
月
１
日
㈰
か
ら
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
一
部
改
正
し
ま
す
。

問
合
せ　

久
喜
警
察
署
交
通
課　

☎
24
・
０
１
１
０

駐
車
監
視
員
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
正
の
内
容

久
喜
警
察
署
駐
車
監
視
員
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
抜
粋
）

違
法
駐
車
・
迷
惑
駐
車
は

や
め
ま
し
ょ
う

東
鷲
宮
駅 ダイエー

桜田１
桜田３

けやき
広場

交番

西大輪
地下道

調整池

東
口

東
口

西
口

市道２号線

春日部久喜線

東鷲宮駅東側周辺の
駐車監視員活動地域

久喜駅周辺の駐車監視員活動地域

…�今回活動地域に指定される区域 …�活動する区域・路線 …�活動地域から　外される区域
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各
総
合
支
所
建
設
課
の
業
務
を

建
設
部
各
課
へ
集
約
す
る
た
め
、

市
役
所
第
二
庁
舎
の
各
課
配
置
を

変
更
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

建
設
管
理
課
管
理
係

（
内
線
４
６
１
２
）

　

道
路
レ
ス
キ
ュ
ー
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
道
路
の
不
具
合
が
発

生
し
た
と
の
通
報
に
対
し
、
速
や

か
に
現
場
に
駆
け
付
け
、
そ
の
場

で
対
応
で
き
る
も
の
は
そ
の
場
で

処
理
し
ま
す
。

　

対
応
内
容
は
、
市
道
に
つ
い
て

緊
急
性
を
要
し
、
職
員
で
対
応
可

能
な
軽
微
な
も
の
で
、
道
路
の
穴

埋
め
（
舗
装
・
砂
利
）、
側
溝
蓋
の

補
修
、
路
面
段
差
の
補
修
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
角
度
調
整
な
ど
で
す
。

　

道
路
レ
ス
キ
ュ
ー
を
手
配
し
た

い
方
は
、
市
役
所
ま
た
は
各
総
合

支
所
に
電
話
し
て
、
「
道
路
レ
ス

キ
ュ
ー
の
お
願
い
で
す
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課
道
路
レ
ス

キ
ュ
ー
係
（
内
線
４
６
４
１
）

　

備
前
堀
川
に
新
し
い
川
妻
橋
が

架
か
り
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
渡
っ
て
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
川
妻
橋

や
西
堀
・
北
中
曽
根
線
（
塚
田
・

川
妻
地
区
）
の
道
路
工
事
が
完
成

し
、
県
道
北
中
曽
根
北
大
桑
線
か

ら
市
道
菖
蒲
２
号
線
ま
で
、
新
た

な
道
路
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
道
菖
蒲
２
号
線
と
の

交
差
点
は
、
優
先
道
路
が
市
道
菖

蒲
２
号
線
か
ら
、
新
し
く
開
通
し

た
西
堀
・
北
中
曽
根
線
へ
と
変
更

と
な
り
、
一
時
停
止
規
制
も
併
せ

て
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
差
点
を
通
行
す
る
際
は
、
十

分
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課
整
備
係

（
内
線
４
６
３
４
）

４
月
１
日
㈮
か
ら
市
役
所
第
二
庁
舎
内
の

各
課
配
置
が
変
わ
り
ま
し
た

４
月
１
日
㈮
か
ら
道
路
レ
ス
キ
ュ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た

川
妻
橋
が
完
成
し
ま
し
た

市役所第二庁舎各課配置図

止ま
れ

止ま
れ

 

 

▲道路の穴埋め作業

川妻橋周辺道路図
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「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

所
得
の
低
い
高
齢
者
の
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢

者
向
け
）
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
平
成
28

年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
（
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※ 

市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被

保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で

す
。

支
給
額　

対
象
者
１
人
当
た
り
３
万
円

支
給
時
期　

６
月
以
降

※ 

支
給
時
期
が
決
ま
り
次
第
、
決
定
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

支
給
方
法　

原
則
と
し
て
口
座
振
込

※
口
座
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

申
請
先　

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

※ 

現
在
久
喜
市
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
、
平

成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
久
喜
市
に
転
入

さ
れ
た
方
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
に
住

民
登
録
が
あ
っ
た
市
町
村
へ
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

申
請
書
類　

支
給
の
対
象
と
考
え
ら
れ
る
方

は
、
市
民
税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
税
務
課

か
ら
、
４
月
下
旬
ご
ろ
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
（
封
筒
の
色
は
オ
レ
ン
ジ
色
）。
併
せ

て
、
申
請
書
の
記
入
方
法
が
記
載
さ
れ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
申
請
書

が
届
い
た
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
記

載
内
容
の
確
認
に
必
要
と
な
る
書
類
（
写
）

を
添
付
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す

る
か
、
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
が
届
か
な
い
方
も
、
対
象
と
思
わ

れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

審
査
に
当
た
り
、
税
情
報
の
個
人
情
報
の

使
用
に
つ
い
て
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

窓
口
で
の
申
請
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

支
給
事
務
（
申
請
書
類
の
審
査
、
支
給
の

手
続
き
等
）
は
、
介
護
福
祉
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
福
祉
課
が
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
２
日
㈪
～
８
月
15
日
㈪

消
印
有
効

※ 

受
付
期
間
終
了
後
は
、
申
請
を
受
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
も
の
の
、
事
情
に
よ
り
基
準
日

（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住
民
登
録

地
の
変
更
が
で
き
て
い
な
い
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
（
内

線
３
２
６
３
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
０
７
／
栗
橋
・
内
線
２
３
１
／

鷲
宮
・
内
線
１
７
２
）

◆
助
成
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
１
年
以
上
加

　

入
し
、
納
期
到
来
分
の
保
険
税
を
完
納
し

　

て
い
る
世
帯
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
納

　

期
到
来
分
の
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
申
請
の
方
法
等

■
①
委
託
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

　

る
と
き

【
委
託
医
療
機
関
】

久
喜
地
区
…
あ
ら
い
胃
腸
科
皮
フ
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
／
新
井
病
院
／
久
喜
総
合
病
院
／
久

喜
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
斎
藤
医
院

※ 

久
喜
総
合
病
院
は
、
平
成
28
年
３
月
１
日

時
に
お
け
る
名
称

鷲
宮
地
区
…
相
沢
内
科
医
院
／
岸
田
医
院

受
診
費
用　

自
己
負
担
額
１
万
円
で
市
が
委

託
す
る
検
診
項
目
を
受
診
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
別
途
費
用
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
申
し
込
む
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
前
に
市

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
１

万
円
で
受
診
で
き
る
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者
証

■
②
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

　

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
き

【
指
定
医
療
機
関
】

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
…
済
生
会
栗
橋
病
院

人
間
ド
ッ
ク
…
北
本
共
済
病
院
人
間
ド
ッ
ク

健
診
セ
ン
タ
ー
（
桶
川
市
）
／
藤
間
病
院
総

合
健
診
シ
ス
テ
ム
（
熊
谷
市
）

助
成
額　

２
万
８
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
検
診
費
用
が
上
限
で
す
。

申
請
方
法　

医
療
機
関
へ
受
診
の
予
約
を
し
、

受
診
す
る
前
に
市
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

検
診
費
用
と
助
成
額
の
差
額
の
支
払
い
で
受

診
で
き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者
証

■
①
・
②
以
外
の
受
診
方
法
で
人
間
ド
ッ

　

ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合

助
成
額　

２
万
８
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
検
診
費
用
が
上
限
で
す
。

申
請
方
法　

医
療
機
関
で
受
診
を
し
て
、
検

診
費
用
の
全
額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

後
日
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
助
成

額
を
後
か
ら
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

被
保
険
者
証
、

振
込
先
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

申
請
書
に
添
付
す
る
も
の　

領
収
書
（
写
）、

検
査
結
果
（
写
／
市
の
特
定
健
診
を
受
診
し

な
い
75
歳
未
満
の
方
の
み
）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）
を
支
給
し
ま
す

平
成
28
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
費
用
助
成

　

年
度
中
１
回
に
限
り
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
受
診
す
る
医

療
機
関
お
よ
び
受
診
方
法
に
よ
り
、
申
請
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
課
国
保
管
理
係
（
内
線
３
４
４
２
）
／
各
総
合
支
所
市
民

課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）
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①
勤
務
先
を
退
職
等
し
た
場
合

　

勤
務
先
の
退
職
等
に
よ
り
社
会

保
険
・
共
済
組
合
等
を
脱
退
し
、

健
康
保
険
を
任
意
継
続
し
て
い
な

い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆
届
け
出
時
に
持
参
す
る
も
の

　

公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
、
社
会
保
険
等
の
資

格
喪
失
日
が
分
か
る
書
類
（
健
康

保
険
資
格
喪
失
証
明
書
・
雇
用
保

険
離
職
票
・
退
職
証
明
書
等
）
、

個
人
番
号
の
確
認
が
で
き
る
も
の

②
会
社
等
へ
就
職
し
た
場
合

　

会
社
等
へ
の
就
職
に
よ
り
、
社

会
保
険
・
共
済
組
合
等
に
加
入
し

た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
脱
退
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆
届
け
出
時
に
持
参
す
る
も
の

　

公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
、
今
ま
で
お
使
い
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
新

し
い
社
会
保
険
等
の
被
保
険
者
証
、

個
人
番
号
の
確
認
が
で
き
る
も
の

③ 

解
雇
な
ど
に
よ
る
失
業
者
の
特

例
（
非
自
発
的
失
業
者
の
国
民

健
康
保
険
税
軽
減
）

　

勤
務
先
の
倒
産
・
解
雇
な
ど
、

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
り
離
職
し

た
方
は
、
届
け
出
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
届
け
出
時
に
持
参
す
る
も
の

　

公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
個
人
番
号
の
確
認
が
で

き
る
も
の

※ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記

載
さ
れ
て
い
る
離
職
理
由
番
号

が
「
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
」
の
方
が
対

象
で
す
。

※ 

特
例
受
給
資
格
者
証
、
高
年
齢

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

離
職
者
本
人
の
給
与
所
得
の
み

が
軽
減
対
象
と
な
り
ま
す
。

※ 

軽
減
適
用
期
間
は
離
職
日
か
ら

最
大
で
２
年
間
で
す
。

④ 

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
場
合

　

前
年
の
世
帯
総
所
得
金
額
等

（
退
職
所
得
金
額
を
除
く
）
が
、

一
定
基
準（
世
帯
構
成
で
異
な
る
）

を
下
回
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
均
等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
世
帯
内
で
所
得
の

申
告
を
し
て
い
な
い
方
が
い
る
場

合
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

①
～
③
は
個
人
番
号
の
記
入
が

必
要
で
す
。
個
人
番
号
が
分
か

ら
な
い
等
で
記
入
が
な
い
場
合

で
も
、届
出
書
は
受
理
し
ま
す
。

届
け
出
先　

①
・
②
市
民
課
（
総

合
窓
口
）
市
民
係
／
③
・
④
国
民

健
康
保
険
課
保
険
税
係
／
①
～
④

各
総
合
支
所
市
民
課

問
合
せ　

国
民
健
康
保
険
課
保
険

税
係
（
内
線
３
４
５
２
）
／
各
総

合
支
所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１

２
０
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲

宮
・
内
線
１
２
７
）

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

１
人
で
も
乳
幼
児
を
保
育
す
る
（
預
か
る
）
事
業
を
行
う
皆
さ
ん
へ

　

こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す
る

乳
幼
児
の
数
が
６
人
以
上
の
認
可

外
保
育
施
設
や
認
可
外
の
訪
問
型

保
育
事
業
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事

業
等
）
を
行
う
場
合
、
原
則
、
届

け
出
が
必
要
で
し
た
が
４
月
以
降
、

１
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の
数
が

１
人
以
上
の
場
合
で
も
、
市
へ
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

た
だ
し
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
る

場
合
は
除
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

届
け
出
先
・
問
合
せ　

保
育
課
事

業
係
（
内
線
３
３
２
５
）

　
　

賃
貸
住
宅
の
退
去
時
の

　
　

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル

くらしの
110番
トラブル情報

︻
相
談
事
例
︼

　

４
年
間
住
ん
で
い
た
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
を
先
日
退
去
し
た
。
入
居

時
に
敷
金
１
か
月
分
を
預
け
て
い

る
が
、
先
日
、
敷
金
精
算
の
書
類

が
届
き
原
状
回
復
費
用
と
し
て
24

万
円
か
か
る
と
言
わ
れ
、
敷
金
と

の
差
額
を
請
求
さ
れ
た
。
室
内
の

壁
や
扉
等
で
特
に
破
損
さ
せ
た
も

の
は
な
く
、
普
通
に
使
用
し
て
い

た
。
原
状
回
復
費
用
の
内
訳
を
み

る
と
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
、
ク

ロ
ス
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
の
張

り
替
え
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
扉
の

交
換
と
な
っ
て
い
た
。
高
額
す
ぎ

る
と
思
う
。

︻
ポ
イ
ン
ト
︼

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
賃
貸
住
宅
へ
の
入

居
時
に
収
め
る
敷
金
は
、
退
去
時

に
家
賃
滞
納
や
原
状
回
復
費
用
を

差
し
引
い
て
、
賃
借
人
に
返
還
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
退
去
時
に
敷
金
を
超
え

る
原
状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
た

な
ど
、
賃
貸
人
と
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
出
し
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
た
め
法
律
的

な
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通

常
使
用
に
よ
る
損
耗
等
を
除
く
等
、

原
状
回
復
の
考
え
方
が
参
考
に
な

り
ま
す
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

① 

退
去
時
に
は
、
で
き
る
限
り
家

主
や
管
理
会
社
、
仲
介
業
者
等

の
立
ち
会
い
の
下
で
部
屋
の
現

状
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

② 

契
約
書
お
よ
び
特
約
に
つ
い
て

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

原
状
回
復
費
用
の
内
訳
を
出
し

て
も
ら
い
、
説
明
を
求
め
ま

　

し
ょ
う
。

④ 

修
繕
に
係
る
費
用
が
高
額
だ
と

感
じ
た
場
合
は
、
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
よ
う
家

主
等
に
依
頼
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
困
難

な
場
合
に
は
、
民
事
調
停
や
少

額
訴
訟
等
の
手
続
き
も
あ
り
ま

す
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
～
金
曜
日
／
９
時
～
16
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

25
ペ
ー

ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係（
内
線
２
６
３
３
）
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平
成
28
年
度
分
の
合
併
処
理
浄

化
槽
補
助
金
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

補
助
対
象　

補
助
対
象
地
域
内
の

既
存
住
宅
で
、
単
独
浄
化
槽
ま
た

は
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
入
れ
替
え
る
場
合
（
転

換
設
置
）

補
助
対
象
地
域　

埼
玉
県
生
活
排

水
処
理
施
設
基
本
構
想
で
設
定
さ

れ
て
い
る
「
浄
化
槽
整
備
区
域
」

受
付
期
限　

５
月
20
日
㈮

申
込
み
に
必
要
な
も
の
（
共
通
）

・ 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
希

望
申
込
書　

・
市
税
納
付
状
況
調
査
同
意
書

た
だ
し
書
適
用
を
受
け
る
方
へ

　

「
住
宅
の
屎し

に
ょ
う尿
浄
化
槽
処
理
対

象
人
員
算
定
基
準
の
た
だ
し
書
適

用
願
い
（
水
道
使
用
量
等
状
況
確

認
同
意
書
）
」
を
併
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
下
水
道
業
務
課
で
配
布
。

　

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

　

補
助
予
定
基
数
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。
抽
選
等
の
詳
細
は
申
込
者

に
通
知
し
、
５
月
27
日
㈮
に
抽
選

を
行
い
ま
す
。

※ 

対
象
地
域
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

・
設
置
費

人
槽
区
分

補
助
限
度
額

５
人
槽

43
万
２
０
０
０
円

７
人
槽

48
万
６
０
０
０
円

10
人
槽

57
万
６
０
０
０
円

・
配
管
費

　

配
管
に
要
す
る
費
用
…
19
万
円

以
内

・
処
分
費

　

既
存
便
槽
の
処
分
に
要
す
る
費

用
…
５
万
円
以
内

申
請
先
・
問
合
せ　

下
水
道
業
務

課
排
水
設
備
係
（
鷲
宮
総
合
支
所

内
／
内
線
２
７
７
）

　

市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を

将
来
の
市
民
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、
自
然
環
境
の
保
全
が
特
に
必

要
な
区
域
を
「
自
然
環
境
保
全
地

区
」
に
指
定
し
、
保
全
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
自
然
環
境
保
全
地
区
」

に
つ
い
て
、
新
た
な
地
区
を
指
定

す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
候
補
地
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

・ 

良
好
な
自
然
環
境
を
有
す
る
樹

林
、
河
川
、
池
沼
、
湿
地
等

・ 

野
生
生
物
（
外
来
生
物
を
除
く
）

の
生
息
地
ま
た
は
生
育
地

・ 

面
積
が
お
お
む
ね
５
０
０
㎡
以

上
の
緑
地
・
樹
林

※ 

人
の
手
に
よ
っ
て
樹
木
が
完
全

に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
所
（
公

園
・
庭
園
等
）
を
除
く

申
込
方
法
・
問
合
せ　

候
補
地
の

場
所
・
候
補
地
と
し
た
理
由
・
案

内
図
等
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

環
境
課
環
境
保
全
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不
要
／

内
線
２
８
２
６
／
Ｆ
22
・
９
３
６

４
／
Ｅ
メ
ー
ルkankyo@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

「
自
然
環
境
保
全
地
区
」
候
補
地
募
集

速度30km規制区域（ゾーン30）に
菖蒲地区の一部が指定されました
　「ゾーン30」とは、生活道路における歩行者
などの安全な通行を確保することを目的とし
て、区域（ゾーン）を定め、区域内の自動車
の最高速度を時速30㎞に規制するものです。区
域の指定については埼玉県公安委員会が行っ
ています。
　市では、久喜地区・栗橋地区・鷲宮地区に
続き、新たに菖蒲地区の一部が「ゾーン30」
に指定されました。
　区域内を自動車で通行する場合は、制限速
度を守り、交通安全に十分配慮してください。
問合せ　久喜警察署　☎24－0110／菖蒲総合支
所市民課（内線111）／道路河川課維持係（内
線4636）

　

市
で
は
、
国
際
交
流
基
金
日
本

語
国
際
セ
ン
タ
ー
研
修
生
（
海
外

で
日
本
語
を
教
え
る
外
国
人
教

師
）
が
、
日
本
の
家
庭
生
活
を
体

験
す
る
目
的
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

す
る
際
の
受
け
入
れ
家
庭
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
日
程　

原
則
土
曜
日
か
ら
日

曜
日
ま
で
の
１
泊
２
日
（
年
間
８

回
の
日
程
か
ら
受
け
入
れ
希
望
日

を
登
録
）

登
録
条
件　

①
市
内
在
住
者
で
、

研
修
生
用
に
１
部
屋
を
提
供
で
き
、

家
族
で
受
け
入
れ
が
で
き
る
こ
と

②
受
け
入
れ
日
に
、
日
本
語
国
際

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
北
浦
和
駅
か
ら

徒
歩
約
８
分
）
ま
で
研
修
生
を
迎

え
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

登
録
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
（
内
線

２
６
２
３
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／

Ｅ
メ
ー
ルjichishinko@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
外
日
本
語
教
師
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

受
け
入
れ
家
庭
募
集FAX

FAX

ゾーン30規制区域

あやめ公園

川越
栗橋
線

しょうぶ会館
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介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室

で
す
。
今
ま
で
運
動
す
る
習
慣
が

な
か
っ
た
方
、
き
っ
か
け
を
探
し

て
い
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

　

定
期
的
に
体
を
動
か
し
て
転
倒

予
防
・
認
知
症
予
防
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

日
程　

５
月
12
日
か
ら
毎
週
木
曜

日　

10
時
～
11
時
15
分

場
所　

森
下
公
民
館
講
堂

内
容　

自
宅
で
出
来
る
簡
単
な
運

動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
体
操
、
チ
ュ
ー
ブ
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
）

講
師　

市
の
体
操
指
導
者
養
成
講

座
を
終
了
し
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
は
つ
ら
つ
リ
ー
ダ
ー
）

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
、
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料
（
別
途
、
用
具
代
自

己
負
担
あ
り
）

持
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
上
履

き
、５
本
指
靴
下（
お
持
ち
の
方
）、

タ
オ
ル
、飲
み
物
、運
動
用
チ
ュ
ー

ブ
、
ボ
ー
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
ま
た

は
マ
ッ
ト

申
込
開
始　

４
月
14
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
電
話
で
、
菖
蒲
総
合
支
所
福
祉

課
（
内
線
１
５
０
）
へ

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て

い
る
納
税
者
の
方
が
、
自
己
の
土

地
・
家
屋
お
よ
び
周
辺
の
物
件
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価
額
等
を

確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
税
の

納
税
者
、納
税
者
と
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人

固
定
資
産
課
税
台
帳　

納
税
者
の

方
が
所
有
す
る
物
件
の
課
税
明
細

を
確
認
で
き
ま
す
。

　

台
帳
の
閲
覧
は
通
年
で
き
ま
す

が
、こ
の
期
間
に
限
り
無
料
で
す
。

閲
覧
で
き
る
方　

固
定
資
産
の
所

有
者
、
所
有
者
と
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
借
地
・
借
家
人

（
該
当
物
件
に
限
る
）
な
ど

※ 

縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
、
前
記

以
外
の
方
は
委
任
状
ま
た
は
代

理
人
選
任
届
が
必
要
で
す
。

縦
覧
・
無
料
閲
覧
期
間　

４
月
１

日
㈮
～
５
月
31
日
㈫　

８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
日
曜
開
庁
の
場
合
、

12
時
～
13
時
は
除
く
）

※
土
曜
日
・
祝
日
は
除
く

縦
覧
・
閲
覧
場
所　

市
役
所
１
階

資
産
税
課
、
各
総
合
支
所
１
階
税

務
課

※ 

日
曜
開
庁
時
の
縦
覧
・
閲
覧
は

資
産
税
課
の
み
で
す
。

本
人
確
認　

縦
覧
・
閲
覧
の
際
に

は
運
転
免
許
証
等
で
、
本
人
確
認

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
借
地
・
借

家
人
の
方
は
賃
貸
借
契
約
書
等
の

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

資
産
税
課
（
内
線
２
７

２
６
）／
各
総
合
支
所
税
務
課（
菖

蒲
・
内
線
１
３
７
／
栗
橋
・
内
線

２
２
２
／
鷲
宮
・
内
線
１
４
３
）

は
つ
ら
つ
運
動
教
室
参
加
者
募
集
（
菖
蒲
地
区
）

平
成
28
年
度 

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
お
よ
び
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
無
料
閲
覧
の

お
知
ら
せ

−

埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強
化

月
間

−

　

本
市
を
含
む
県
東
部
で
構
成
す

る
埼
葛
12
市
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
連
携

し
て
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
４
月

を
「
埼
葛
え
せ
同
和
行
為
対
策
強

化
月
間
」
と
定
め
、
同
和
問
題
の

解
決
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
「
え

せ
同
和
行
為
の
排
除
」
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

「
え
せ
同
和
行
為
」
と
は

　

い
か
に
も
同
和
問
題
の
解
決
に

努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装
っ
て
、

個
人
、
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
に

対
し
て
、「
高
額
な
図
書
の
購
入
強

要
」
や
「
寄
付
金
・
賛
助
金
の
強

請
」
な
ど
、「
ゆ
す
り
」「
た
か
り
」

な
ど
を
す
る
行
為
が
「
え
せ
同
和

行
為
」
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
不
当
な

要
求
を
受
け
た
人
が
被
害
に
遭
う

だ
け
で
な
く
、
国
民
の
間
に
同
和

問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植

え
付
け
、
新
た
な
偏
見
や
差
別
意

識
を
生
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
和
問
題
解
決
の
た

め
に
多
く
の
人
々
が
積
み
重
ね
て

き
た
啓
発
活
動
や
人
権
教
育
の
効

果
を
一
挙
に
覆
す
許
さ
れ
な
い
行

為
で
す
。

え
せ
同
和
行
為
は
断
固
拒
否
し
ま

し
ょ
う

　

え
せ
同
和
行
為
を
す
る
人
が
、

激
し
い
言
葉
な
ど
で
不
当
な
要
求

を
し
て
き
て
も
、
断
固
と
し
て
拒

否
し
、
終
始
き
然
と
し
た
態
度
で

対
応
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
し
の

ぎ
の
安
易
な
対
応
は
相
手
に
期
待

を
抱
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、
結
果

と
し
て
同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 

同
和
問
題
と
は
、「
同
和
地
区

に
住
ん
で
い
る
」あ
る
い
は「
同

和
地
区
に
生
ま
れ
た
」
と
い
う

理
由
で
、
結
婚
や
就
職
、
日
常

生
活
な
ど
の
面
で
差
別
を
受
け

る
と
い
う
問
題
で
す
。

　

こ
れ
は
憲
法
が
保
障
す
る
「
基

本
的
人
権
」
の
侵
害
で
あ
り
、
日

本
の
歴
史
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た

わ
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題

で
す
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課
人
権
推
進

係
（
内
線
２
３
２
１
）
／
生
涯
学

習
課
人
権
教
育
係
（
菖
蒲
総
合
支

所
内
／
内
線
３
７
６
）

平成27年度
コミュニティ助成事業
　一般財団法人自治総合セン
ターでは、宝くじの社会貢献広
報事業として宝くじの受託事業
収入を財源としてコミュニティ
助成事業を実施しています。こ
のたび、伊坂一丁目自治会で
は、宝くじの助成金を受けて、
自治会館を新築しました。

え
せ
同
和
行
為
を

排
除
し
ま
し
ょ
う
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あ
な
た
の
手
で
ま
つ
り
を
盛
り

あ
げ
ま
せ
ん
か
。
10
月
に
開
催
予

定
の
「
わ
し
の
み
や
コ
ス
モ
ス

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
（
仮
称
）
」

の
企
画
や
運
営
に
興
味
が
あ
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
夜
間

の
会
議
に
出
席
で
き
る
18
歳
以
上

の
方

※
高
校
生
不
可

募
集
人
数　

５
人
程
度　

会
議
開
催
の
予
定　

月
１
回
程
度

（
５
月
～
11
月
）

募
集
期
限　

４
月
28
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

応
募
用
紙

（
鷲
宮
総
合
支
所
環
境
経
済
課
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
記
入
の
上
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
（
〒
３
４
０

－

０
２

９
５　

所
在
地
記
入
不
要
／
鷲
宮

総
合
支
所
環
境
経
済
課
／
内
線
２

２
４
／
Ｆ
58
・
８
６
３
０
／
Ｅ

メ
ー
ルw

ashinom
iya-kankyo@

city.kuki.lg.jp

）
へ

第
28
回
久
喜
市
れ
ん
げ
祭
り
開
催

わ
し
の
み
や
コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
募
集

　

花
と
緑
と
大
空
の
祭
典
「
第
28

回
久
喜
市
れ
ん
げ
祭
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

れ
ん
げ
畑
で
楽
し
い
１
日
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
29
日
㈷　

９
時
～
15

時
30
分

※ 

小
雨
決
行
／
雨
天
の
場
合
は
４

月
30
日
㈯
。
４
月
30
日
も
雨
天

の
場
合
は
中
止

場
所　

久
喜
市
所
久
喜
３
７
７
番

地
ほ
か

内
容　

地
元
農
業
者
に
よ
る
手
打

ち
う
ど
ん
や
も
ち
等
の
各
種
模
擬

店
、
地
元
伝
統
芸
能
の
披
露
、
各

種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か

そ
の
他　

駐
車
場
の
台
数
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
内
線
２
８
６
２
）

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
18

歳
・
19
歳
お
よ
び
20
歳
代
の
皆
さ

ん
か
ら
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま

す
。

　

選
挙
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
政
治
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

夏
に
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象　

18
歳
・
19
歳
お
よ
び

20
歳
代
で
市
内
に
３
か
月
以
上
居

住
し
て
い
る
方

報
酬　

日
額
１
万
７
０
０
円

申
込
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
２
４

７
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー

ルsenkan@
city.kuki.lg.jp

）へ

　

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
し
、
国
民
年
金
の
加
入

者
と
な
っ
た
際
に
は
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
方

に
は
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
で
き
る
特
例
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
制
度

は
、
退
職
者
本
人
の
所
得
状
況
を

除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定

の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
等
の
基
礎
年
金
番
号

　

の
分
か
る
も
の

・
認
め
印

・
退
職
の
確
認
で
き
る
公
的
機
関

　

の
証
明
の
写
し
（
離
職
票
、
雇

　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
）

・
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
代
理

　

の
方
の
本
人
確
認
書
類

●
免
除
期
間
の
取
り
扱
い

・
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

　

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　

金
受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
時

　

に
は
１
／
２
の
年
金
額
が
保
証

　

さ
れ
ま
す
。

・
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

　

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

　

と
き
に
比
べ
、
受
け
取
る
年
金

　

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

●
免
除
期
間
の
保
険
料
を
納
め
る

　

場
合

　

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
免
除
さ

れ
た
期
間
が
納
付
済
と
な
り
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年

度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
率
を
乗
じ

た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
２

／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）
市
民
係

（
内
線
２
６
６
３
）
／
各
総
合
支

所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１
）

／
（
栗
橋
・
内
線
２
１
５
）
／
（
鷲

宮
・
内
線
１
２
６
）

年
金
コ
ラ
ム

退
職
に
よ
る
特
例
免
除
制
度

18
歳
・
19
歳
お
よ
び
20
歳
代
の

投
票
立
会
人
募
集

FAX
FAX
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農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
内
の
農
地

は
、
原
則
と
し
て
農
地
以
外
の
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
農
用
地
区
域
内
の
農
地
に
自

己
用
住
宅
、
農
業
用
施
設
等
の
建
築
、
市
内

に
所
在
地
の
あ
る
事
業
所
が
資
材
置
場
、
駐

車
場
等
を
新
設
ま
た
は
拡
張
す
る
場
合
は
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
申
し
出
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
除
外
の
申
し
出
に
あ
た
っ
て
は
、

他
の
農
用
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
土
地

を
選
定
の
上
、申
し
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、申
し
出
後
の
土
地
の
位
置
や
形
状
、

面
積
等
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

５
月
９
日
㈪
～
20
日
㈮　

９
時
～

11
時
／
13
時
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

そ
の
他　

様
式
は
農
業
振
興
課
で
配
布
。
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

提
出
先
・
問
合
せ　

農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
内
線
２
８
６
３
）

※ 

受
け
付
け
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
み
で
行

い
ま
す
。
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
の
申
し
出
を
受
け
付
け
ま
す

連
載

久
喜
歴
史
だ
よ
り（
第
54
回
）

　

毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
や
め
・
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
ブ
ル
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

会
場
の
一
つ
に
菖
蒲
城じ

ょ
う
し趾
あ
や
め
園
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
の
場
所
に
は

か
つ
て
城
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
半
に
書
か
れ
た
﹃
新し

ん
ぺ
ん編
武む

さ
し蔵

風ふ

ど

き

土
記
稿こ

う

﹄
に
よ
る
と
、
康こ

う
し
ょ
う正
２
年
（
１
４

５
６
）
に
、
古
河
公く

ぼ
う方
足
利
成し

げ
う
じ氏
の
家
臣
で

あ
る
金
田
則の

り
つ
な綱
（
後
に
佐
々
木
と
改
姓
）
が

城
を
築
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
々
木

氏
は
そ
の
後
、
映
画
﹃
の
ぼ
う
の
城
﹄
に
も

描
か
れ
た
成
田
氏
に
仕
え
ま
す
が
、
天
正
18

年
（
１
５
９
０
）
に
菖
蒲
城
は
落
城
し
、
以

後
廃
城
に
な
っ
た
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
説
に
は
城
の
完
成
が
５
月
５
日
の
端た

ん
ご午

の
節
供
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
菖
蒲
城
と
呼

び
、
こ
の
地
域
一
帯
も
菖
蒲
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
以
上
が
文
献
資
料
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
菖
蒲
城
で
す
が
、
実
際
は
ど

の
よ
う
な
城
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
に
、
県
道
川
越

栗
橋
線
の
バ
ス
停
設
置
工
事
に
伴
い
、
菖
蒲

城
趾
あ
や
め
園
の
脇
で
、
埼
玉
県
に
よ
り
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
場
所
が
縄
文
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
の

複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
、
平
安

時
代
の
住
居
跡
や
、
掘ほ

っ
た
て
ば
し
ら

立
柱
建た

て
も
の
あ
と

物
跡
、
須す

え恵

器き

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

世
の
堀
状
の
も
の
や
土ど

る
い塁
状
の
も
の
、
染そ

め
つ
け付

や
青せ

い
じ磁
な
ど
の
中
国
産
陶
磁
器
、
瀬せ

と戸
や
美み

濃の

と
い
っ
た
国
内
産
陶
磁
器
、
轡く

つ
わ

や
弾
丸
な

ど
の
金
属
製
品
、
硯す

ず
り

や
石い

し
う
す臼
と
い
っ
た
石
製

品
な
ど
、
多
く
の
も
の
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
菖
蒲
城
の
姿
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

菖
蒲
城
趾
の
碑
の
周
り
に
咲
き
誇
る
花
菖

蒲
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
戦
乱
の
世
に
思

い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

中
世
を
偲し

の

ぶ菖
蒲
城
跡

文

至久喜IC

至大宮駅

至宇都宮駅

県
道
川
越
栗
橋
線

至加須IC

至加須

菖蒲総合支所入口

菖蒲
総合支所

久喜消防署
菖蒲分署

菖蒲城址
あやめ園

至久喜駅

至桶川駅

旧国道122号 至白岡

上中島宮本

▲菖蒲城跡の碑

住宅用エネルギーシステム設置費用の
一部を助成します

　市では、太陽光発電システム等を今年度新たに設置す
る方に対し、設置費用の一部を助成します。
　助成にあたっては、期限内の工事の完了・書類の提出
等の制限があります。
　詳しくはお問い合わせいただくか、市ホームページを
ご覧ください。

◆補助対象機器と補助金額
補助対象機器 補助金額

太陽光発電システム ６万円
太陽熱利用システム ４万円
エネファーム ５万円
エコキュート ３万円
エコウィル ４万円
エコジョーズ等 ３万円
定置型リチウムイオン蓄電池 ３万円
ＨＥＭＳ（ヘムス） ２万円

※申請額の総計が、予算額を超えた場合は抽選となります。
申請期間　４月15日㈮〜12月22日㈭
問合せ　環境課環境企画係（内線2824）
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①
久
喜
市
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

内
容　

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
事
項
の
調
査
審
議
を
行
う

募
集
人
数　

５
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
16
人
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
８
月
１
日
～

平
成
30
年
７
月
31
日
）

会
議
開
催
予
定　

年
２
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

５
月
２
日
㈪　

消
印

有
効　

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
子
育
て

支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
〒
３
４

６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不

要
／
内
線
３
２
８
１
／
Ｆ
22
・
３

３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkosodate

shien@
city.kuki.lg.jp

）
へ

②
久
喜
市
児
童
館
運
営
委
員
会
委
員

内
容　

児
童
館
の
行
う
業
務
の
企

画
お
よ
び
運
営
に
関
し
て
市
長
の

諮
問
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
児
童

館
の
運
営
に
協
力
す
る

募
集
人
数　

４
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
12
人
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
８
月
１
日
～

平
成
30
年
７
月
31
日
）

会
議
開
催
予
定　

年
２
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈯　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
児

童
セ
ン
タ
ー
（
〒
３
４
６

－

０
０

１
４　

久
喜
市
吉
羽
１
の
40
の

14
／
☎
21
・
８
１
８
１
／
Ｆ
24
・

１
７
８
３
／
Ｅ
メ
ー
ルjidocenter

@
city.kuki.lg.jp

）
へ

③ 

久
喜
市
水
道
事
業
運
営
審
議
会

委
員

内
容　

水
道
事
業
の
管
理
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
を
行
う

募
集
人
数　

５
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
、
水
道
使
用
者
（
計

15
人
以
内
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
７
月
23
日
～

平
成
30
年
７
月
22
日
）

会
議
開
催
予
定　

年
２
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

５
月
２
日
㈪　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
水

道
業
務
課
庶
務
係
（
〒
３
４
０

－

０
２
９
５　

所
在
地
記
入
不
要
／

鷲
宮
総
合
支
所
内
／
内
線
２
５
２

／
Ｆ
58
・
１
４
０
１
／
Ｅ
メ
ー
ル

suido-gyom
u@

city.kuki.lg.
jp

）
へ

④
久
喜
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

内
容　

図
書
館
の
運
営
や
図
書
館

の
行
う
図
書
館
奉
仕
活
動
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る

募
集
人
数　

３
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど（
計
10
人
以
内
）

委
員
の
任
期　

２
年
（
８
月
17
日
～

平
成
30
年
８
月
16
日
）

会
議
開
催
予
定　

年
２
・
３
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

４
月
30
日
㈯　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
簡
単
な
自
己
紹
介
と
応
募
動

機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
明
記
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
中
央
図
書
館
管
理

係
（
〒
３
４
６

－

０
０
１
４　

久

喜
市
吉
羽
１
の
40
の
１
／
☎
21
・

０
１
１
４
／
Ｆ
29
・
１
１
８
４
／

Ｅ
メ
ー
ルchuo-toshokan@

city.kuki.lg.jp

）
へ

⑤
久
喜
市
生
涯
学
習
推
進
部
委
員

内
容　

市
民
が
参
加
で
き
る
体
験

型
生
涯
学
習
や
生
涯
学
習
の
推
進

に
必
要
な
調
査
研
究
、
研
修
な
ど

を
行
う

応
募
資
格　

平
成
28
年
７
月
１
日

現
在
で
、
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

募
集
人
数　

12
人

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
予
定　

月
１
・
２
回
程
度

報
酬　

月
額
２
０
０
０
円

募
集
期
限　

４
月
18
日
㈪　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

応
募
申
込

書
（
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
教
育

分
室
で
配
布
。
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に

必
要
事
項
（
氏ふ

り

名が
な

・
郵
便
番
号
・

住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
・
応
募
動
機
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　

所
在
地
記
入
不
要
／

菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
６
３

／
Ｆ
85
・
１
７
８
８
／
Ｅ
メ
ー
ル

shogaigakushu@
city.kuki.

lg.jp

）
へ

結
果　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま

す
。

【
①
～
④
共
通
】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
結
果
は
、

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

【
①
～
⑤
共
通
】

そ
の
他　

既
に
五
つ
以
上
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
を
兼
任
し
て
い
る

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
し
ま
す

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
市
政
へ

の
参
加
を
推
進
す
る
た
め
、
自
ら
積
極
的
な

市
民
参
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
く
の
市

民
の
方
へ
市
民
参
加
を
働
き
か
け
て
い
た
だ

く
「
市
民
参
加
推
進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

情
報
提
供
の
内
容　

附
属
機
関
の
委
員
募

集
、市
民
意
見
提
出
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
、

市
民
説
明
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
、

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
依
頼
な
ど
、
市
民
参
加

に
関
す
る
情
報

登
録
資
格　

13
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

情
報
提
供
の
方
法　

原
則
月
１
回
程
度
、
登

録
さ
れ
た
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
を
ま

と
め
て
送
信
（
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
）

登
録
方
法
・
問
合
せ　

市
民
参
加
推
進
員
登

録
事
項
届
出
書
（
自
治
振
興
課
お
よ
び
市
民

参
加
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
、自
治
振
興
課
自
治
振
興
係（
〒

３
４
６

－

８
５
０
１　

所
在
地
記
入
不
要

／
内
線
２
６
２
３
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ

メ
ー
ルjichishinko@
city.kuki.lg.jp

）
へ

※
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

勤
務
内
容　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
の
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
ほ
か
、
制
度

に
関
す
る
情
報
提
供
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
等

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
と
普

通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
す
ぐ
に
実
務
に
従

事
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
日　

月
～
金
曜
日
（
週
４
日
）
９
時
～

17
時
15
分

勤
務
地　

久
喜
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
介
護
福
祉
課
内
）

報
酬　

日
額
１
万
円

採
用
時
期　

６
月

募
集
期
限　

４
月
22
日
㈮　

必
着

応
募
方
法
・
問
合
せ　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
介
護
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１　

所

在
地
記
入
不
要
／
内
線
３
２
７
３
）
へ

介
護
支
援
専
門
員
募
集

市
民
参
加
推
進
員
募
集

FAX

公
共
下
水
道
供
用
開
始
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
に
整
備
工
事
を
進
め
て
い
た

野
久
喜
、
古
久
喜
、
菖
蒲
町
菖
蒲
、
栗
橋

北
１
丁
目
、
南
栗
橋
３
丁
目
、
西
大
輪
４
丁

目
、
西
大
輪
５
丁
目
、
の
各
一
部
区
域
に
つ

い
て
、
３
月
31
日
㈭
か
ら
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

下
水
道
業
務
課
管
理
・
計
画
係

（
鷲
宮
総
合
支
所
内
／
内
線
２
７
２
）

蓮
田
市

第
８
回
ふ
る
さ
と
水
辺
ウ
オ
ー
ク

日
時　

５
月
８
日
㈰　

受
け
付
け
８
時
30
分

／
開
会
式
９
時

場
所　

蓮
田
市
役
所
市
民
広
場
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル

内
容　

約
９
・
７
・
３
㎞
コ
ー
ス

※ 

ゴ
ー
ル
後
に
焼
き
そ
ば
・
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

あ
り
。
参
加
者
全
員
に
よ
る
お
楽
し
み
抽

選
会
も
行
い
ま
す
。

費
用　

２
０
０
円

問
合
せ　

蓮
田
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推

進
協
議
会
事
務
局　

☎
０
４
８
・
７
６
８
・

３
１
１
１

幸
手
市

第
16
回
幸
手
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

期
間　

６
月
上
旬
～
７
月
上
旬
（
予
定
）

場
所　

県
営
権
現
堂
公
園
幸
手
桜
堤

内
容　

１
０
０
種
１
万
６
０
０
０
株
以
上
の

色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

※
駐
車
場　

４
０
０
台
（
無
料
）

問
合
せ　

権
現
堂
公
園
管
理
事
務
所　

☎

44
・
０
８
７
３

白
岡
市

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
白
岡

日
程　

４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
、
５
月
21
日

㈯
・
22
日
㈰
・
29
日
㈰

内
容　

花
や
緑
で
彩
ら
れ
た
個
人
の
庭
園
を

一
般
開
放
し
ま
す
。

※ 

見
学
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
（
観
光
協
会
、
市
役
所
等
で
４
月
か
ら

配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

白
岡
市
観
光
協
会　

☎
92
・
８
１

５
１

宮
代
町

企
画
展
「
身
の
ま
わ
り
の
生
活
史
10

器う
つ
わ

い
ろ
い
ろ
」

日
程　

５
月
８
日
㈰
ま
で

※
開
館
時
間
は
９
時
30
分
～
16
時
30
分

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
を
除
く
）

場
所　

宮
代
町
郷
土
資
料
館

内
容　
「
器
」
を
テ
ー
マ
に
、
材
質
や
目
的

な
ど
の
切
り
口
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
紹

介
を
し
ま
す
。

問
合
せ　

宮
代
町
郷
土
資
料
館　

☎
34
・
８

８
８
２

杉
戸
町

杉
戸
宿
め
ぐ
り

日
程　

４
月
６
日
㈬
・
17
日
㈰　

集
合
９
時

15
分
／
９
時
30
分
～
12
時

※
５
・
６
月
も
開
催
予
定

場
所　

中
央
公
民
館
（
杉
戸
町
杉
戸
３
の
９

の
５
）

内
容　

「
杉
戸
宿
」
案
内
人
が
、
杉
戸
宿
の

魅
力
を
説
明
し
ま
す
。

対
象
・
定
員　

中
学
生
以
上
25
人

費
用　

２
０
０
円
（
保
険
料
、
記
念
品
代

等
）

申
込
み
・
問
合
せ　

杉
戸
町
観
光
協
会　

☎

32
・
３
７
１
９
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市
で
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
引
き
続
き
温

か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
菖
蒲
総
合
支
所

内
／
内
線
３
３
３
）

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

◆
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
こ
と

・
通
学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

　

平
日
の
学
校
課
業
日
の
14
時
30
分
～
15
時

30
分
ま
で
の
１
時
間
、
市
職
員
に
よ
る
市
内

全
域
の
通
学
路
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

・
交
通
指
導
員
に
よ
る
立
哨
指
導

　

学
校
課
業
日
の
７
時
～
８
時
30
分
ま
で
の

う
ち
の
１
時
間
、
通
学
路
の
主
要
な
交
差
点

で
、
交
通
指
導
員
に
よ
る
立
哨
指
導
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
不
審
者
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
小
学
校
安
全
監
視
員
の
継
続
配
置

　

学
校
課
業
日
に
お
い
て
、
不
審
者
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
、
市
内
全
て
の
小
学
校
に
小
学

校
安
全
監
視
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
に
児
童
生
徒
の

昇
降
口
や
玄
関
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
24
時
間
体
制
で
見
守
り
ま
す
。
（
平
成

28
年
４
月
か
ら
稼
働
）

・ 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
帰

宅
呼
び
掛
け

　

平
日
の
学
校
課
業
日
に
お
い
て
、
防
災
行

政
無
線
を
利
用
し
、
児
童
生
徒
へ
の
帰
宅
の

呼
び
掛
け
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
放
送

時
刻
は
定
時
チ
ャ
イ
ム
の
直
後
で
す
。

・ 

防
犯
情
報
の
提
供
（
不
審
者
や
危
険
動
物

等
）

　

市
内
で
不
審
者
や
危
険
動
物
等
の
事
案
が

発
生
し
た
場
合
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
（
安
全
・
安
心
情
報
）
や
市
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン

か
ら
も
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
交
通
安
全
教
育
に
関
す
る
こ
と

・
交
通
安
全
教
室

　

市
内
小
・
中
学
校
で
、
警
察
や
交
通
指
導

員
等
を
講
師
と
し
て
、
交
通
安
全
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
講

習
等
、
学
年
に
合
わ
せ
た
交
通
安
全
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す

　今回は久喜南中学校と久喜東中学校の取組と感想を掲載します。
問合せ　指導課指導係（菖蒲総合支所内／内線345）

久喜市中学生サミット（連載第２回）

第３回「久喜市中学生サミット」を開催しました

　久喜南中学校では、
本校で起きているいじ
め問題に対し、久喜市
中学生サミットでの共
同宣言をもとに自校のいじめゼロ宣言文の作成・掲
示をして、意識を高めています。
　また、お互いが生活しやすくなるような気持ちを
育てる取組として、環境ボランティア活動や朝のあ

いさつ運動も継続して
います。それらを通し
て、いじめゼロを現実
的なものにしていきた
いと思っています。

　久喜東中学校では、
第二回の共同宣言を受
け、学校生活を明るく
安心して過ごせるよう、
あいさつ運動やボランティア活動の強化、いじめゼ
ロ宣言の実施を行ってきました。これらを継続し、
さらに新しい取組に挑戦していきたいと思っていま
す。
　また、本校創立四十周年の記念集会では、本校の

いじめゼロの取組発表
や生徒会長による共同
宣言の宣誓を行い、全
校生徒へ周知しまし
た。

▲あいさつ運動▲生徒総会

▲記念集会▲環境ボランティア

久喜南中学校 久喜東中学校
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〜善意をありがとうございます〜
★久喜市のために
　川口信用金庫さん 金300,000円
★保健福祉のために
　IDREES MUHAMMADさん 金30,000円
★久喜地区小・中学校のために
　 久喜地区更生保護女性会久喜支部さん、久喜地区保

護司会さんから優良図書（愛の図書） 96冊

愛の泉

アイドル

アイドル

アイドル
わがやの

アイドルわがやの

本
ほ ん ま

間結
ゆ い か

香ちゃん（７か月）
（久喜東２）

いつも笑顔をありがとう

野
の は ら

原陽
ひ な た

向くん（４歳）（右）
　　翼

つばさ

ちゃん（２歳）（左）
（本町２）

似てる？似てない？

くき市民特派員レポート
　栗橋八福神巡り 担当：蓮

は す み

見記者　

　１月17日㈰、久喜市歩こう会主催で、栗橋八福神巡り
が行われました。
　七福神の間違いですか？いえいえ、栗橋には主な寺
が８つあり、８は７より末広がりで縁起が良いという
ことで、吉

きっしょうてん

祥天を加えて八福神としたとのことでした。
　弁

べ ん ざ い て ん

財天（迎
こうじょういん

盛院）、布
ほ て い そ ん

袋尊（定福院）、吉祥天（寶
ほ う じ ゅ じ

聚寺）、
大黒天（常

じ ょ う く ん じ

薫寺）、毘沙門天（顕
け ん し ょ う じ

正寺）、寿
じ ゅ ろ う じ ん

老人（浄信寺）、
恵比須（深

し ん こ う じ

廣寺）、福
ふ く ろ く じ ゅ

禄寿（福寿院）とおよそ10kmを、
休憩時間を含めて５時間弱かけて巡りました。朝は穏
やかな天気で、125人もの方が参加されました。

　久喜市歩こう会は健康
維持と相互のコミュニ
ケーションをテーマに毎
月開催し、今年20年目を
迎えたそうです。

　１月23日㈯、中央公民館で、久喜市市民大学体験発
表会が行われました。田中市長や柿沼教育長をはじ
め、生涯学習に関わるたくさんの皆さんが出席され、
会場は少し緊張した雰囲気に包まれていました。
　発表者は５人。①生活道路改善のあゆみ　②ボラン
ティアのあゆみ　③今日を楽しく　④60歳からの人生
そして、私も⑤ありえない！？次々奇跡が起きちゃっ
た！！と題し、中学校バスケ部で起きた奇跡の物語を
発表させていただきました。今回の体験発表を通して、
新たな気づきがあり、問題解決のヒントや希望を得る

ことができました。それ
ぞれの体験が「誰か」や
「何か」につながり、ま
すます久喜市が「安心・
安全」で、「楽しく、元
気なまち」になっていく、
そんな気配を感じました。

ミハニーズ
いきいきサークル 35

　私たちの団体は、３歳から小学６年生までを対象とし
たヒップホップダンスサークルです。
　年２回、イベントや発表会などでダンスを披露してい
ます。私たちと一緒に楽しく練習して、さまざまな発表
会で、ダンスを披露してみませんか。新しいメンバーを
随時募集しています。興味のある方はぜひご連絡くださ
い。
活動日時　 土曜日　①キッズ（３歳〜小学１年生）　14

時〜15時／②ジュニア（小学２年生〜小学６
年生）　15時10分〜16時10分

活動場所　しょうぶ会館
問 合 せ　酒

さ か い

井　☎080－3709－3820

　久喜市市民大学体験発表会
　～一人一人の体験談をシェアする 

担当：水
み ず の や

野谷記者

　　ことで生まれる「気づき」「希望」そして未来へ～
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写 真 ニュース写 真 ニュース

防災講演会

中学生が市長を表敬訪問郷土資料館パネル展
「地面の下をのぞいてみよう」

　２月14日㈰、久喜総合文化会館で、「防災講演
会」が行われました。
　当日は、横

よ こ も り

森源
も と は る

治さん（国土交通省関東地方整備
局利根川上流河川事務所長）による「平成27年９月
関東・東北豪雨を受けた『避難活動を促す緊急行
動』について」の講演と、栗橋ハイツ自主防災会代
表の中野靖則さんから自主防災組織活動事例発表が
行われました。
　来場者は、利根川の堤防が決壊した場合の久喜市
浸水想定区域・浸水到着時間や、栗橋ハイツ自主防
災組織が行っている独自の防災対策（防災マニュア
ルの整備）などの話を真剣に聞いていました。

▲ 栗橋ハイツ自主防災会代表の中
な か の

野靖
やすのり

則さんによる事例発
表の様子

　２月９日㈫、全国中学校アイスホッケー大会に出
場した久喜南中学校３年の野

の ぐ ち

口唯
ゆ い と

斗さんが、田中市
長を表敬訪問しました。
　野口さんは、埼玉県選抜チームの一員として、全
国大会に出場し、１回戦で惜しくも敗退となりまし
たが、本人は「高校生になってもアイスホッケーを
続けたい。この経験を生かしてがんばりたい」と今
後の抱負を語っていました。

　１月23日㈯から３月６日㈰まで、郷土資料館で、
パネル展「地面の下をのぞいてみよう〜埼玉の地下
に潜む自然誌〜」が行われました。
　来場者は、地面の下で活動していて、普段なかな
か見ることができない動物や昆虫、埼玉県の地面の
下の様子などを、興味深そうに見ていました。

　２月19日㈮から３月４日㈮まで、労働会館（あや
め会館）で、久喜市商工会女性部菖蒲支部が主催す
る「笑舞街ひなまつり」が行われました。
　２月21日㈰・27日㈯には、特産品の販売などが行
われたほか、この期間中はひな人形や七段飾り、つ
るし雛などの展示が行われました。来場者は、一つ
一つ手作りで作ったつるし雛をじっくりと見物した
り、写真を撮ったりしていました。
　また、モラージュ菖蒲では、長さ８ｍの巨大つる
し雛や近隣幼稚園の園児が作成したおりがみつるし
雛の展示が行われました。

笑舞街ひなまつり
し ょ う ぶ ま ち
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お知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

　

県
で
は
、住
宅
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ヘ

ム
ス
）
を
設
置
し
、
併
せ
て
、
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
、
太
陽
熱
、
地
中
熱
、

蓄
電
池
、
電
気
自
動
車
充
給
電
設

備
（
Ｖ
２
Ｈ
）
の
い
ず
れ
か
一
つ

以
上
を
設
置
す
る
と
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に
つ
い
て
２
万
円
を
、
他
の
設
備

に
つ
い
て
新
築
の
場
合
３
万
円
を
、

既
築
の
場
合
６
万
円
を
補
助
し
ま

す
。

※ 

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ヘ
ム
ス
）
：
住
宅

の
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、
家

　

電
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

　

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
管
理
で

き
る
設
備

問
合
せ　

県
温
暖
化
対
策
課
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当　

☎
０
４

８
・
８
３
０
・
３
０
４
２
／
Ｅ
メ
ー

ル
（a3030-02@

pref.saitam
a.

lg.jp

）

活
動
内
容　

日
常
生
活
の
範
囲
内

で
知
り
得
た
河
川
の
情
報
を
河
川

管
理
者
に
連
絡
す
る
こ
と

期
間　

７
月
１
日
～
平
成
30
年
６

月
30
日
（
２
年
間
）

対
象
河
川　

利
根
川

応
募
資
格　

利
根
川
付
近
に
住
む

満
20
歳
以
上
の
方

手
当　

支
給
（
予
定
）

応
募
締
切　

５
月
６
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

国
土
交
通
省

利
根
川
上
流
河
川
事
務
所
大
利
根

出
張
所　

☎
72
・
８
３
６
０

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
と
お
手
伝
い
し
た

い
方
が
会
員
と
な
り
、
有
償
で
援

助
活
動
を
行
う
事
業
で
す
。
入
会

説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
入
会
説
明
会

日
時　

４
月
27
日
㈬　

10
時
～
12
時

場
所　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
鷲
宮
多
目
的
室

申
込
期
限　

開
催
日
の
９
時

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

鷲
宮　

☎
59
・
６
６
０
０

日
時　

４
月
30
日
㈯　

13
時
30
分
～

16
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
会
議
室
５

対
象　

子
ど
も
の
将
来
に
不
安
を

抱
え
る
保
護
者

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

申
込
開
始　

４
月
11
日
㈪

申
込
み
・
問
合
せ　

若
者
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
埼
玉　

☎
０
４
８
・

２
５
５
・
８
６
８
０

日
時　

４
月
21
日
㈭　

受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
（
１
時
間
30
分

程
度
）

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
青

葉
団
地
郵
便
局
前
）

講
師　

古ふ
る
か
わ川
美み

ゆ

き

由
紀
さ
ん
（
公
認

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　

20
歳
以
上
で
、
今
後
行
わ

れ
る
当
教
室
に
参
加
で
き
る
方

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま

た
は
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
期
間　

４
月
11
日
㈪
～
20
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
も
と本
（
☎
53
・
５
５
３
９
／

☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
７
３
５

３　

火
～
金
曜
日
の
10
時
～
16
時

／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss943@

ybb.ne.
jp

）
へ

※ 

体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
、
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
（
予
定
）
の
助
成
を
受

け
て
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所　

①
４
月
18
日
・
25

日　

各
月
曜
日　

10
時
～
11
時
30

分　

花
み
ず
き
会
館
／
②
４
月
19

日
・
26
日　

各
火
曜
日　

10
時
～

11
時
30
分　

青
葉
公
民
館
／
③
４

月
19
日
・
26
日　

各
火
曜
日　

13

時
15
分
～
14
時
45
分　

鷲
宮
西
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
お
お
と

り
）
／
④
４
月
15
日
・
22
日　

各

金
曜
日　

10
時
～
11
時　

総
合
第

１
体
育
館
武
道
場

内
容　

①
～
③
用
具
を
使
っ
て
運

動
や
ス
ト
レ
ッ
チ　

④
親
子
で
の

ふ
れ
あ
い
遊
び

対
象　

①
～
③
ど
な
た
で
も　

④

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

①
～
③
各
20
人　

④
20
組

（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

持
物　

上
履
き
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル

問
合
せ　

久
喜
３
Ｂ
体
操
連
盟

栗く
り
ば
ら原　

☎
＆
Ｆ
24
・
２
７
８
０

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

保
護
者
の
た
め
の「
わ
が
子
」
の

自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

募
　
集

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
の

導
入
支
援
を
行
い
ま
す

催
し
・
講
座

３
Ｂ
体
操
体
験
講
習
会

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

ヨ
ガ
体
験
教
室
・
木
曜
日
コ
ー
ス

お
知
ら
せ

FAX
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日
程　

５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日　

13
時
～
15
時
／
６
月
５
日
・

12
日
・
19
日
・
26
日　

15
時
～
17

時　

全
８
回　

各
日
曜
日

場
所　

総
合
第
１
体
育
館
多
目
的

ホ
ー
ル

講
師　

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合

会
指
導
担
当
グ
ル
ー
プ

対
象　

20
歳
以
上

定
員　

50
人
（
申
込
順
）

費
用　

１
０
０
０
円

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
（
タ

イ
ト
ス
カ
ー
ト
は
不
可
）、
室
内
用

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動
靴

※
女
性
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用

申
込
期
間　

４
月
10
日
㈰
～
30
日
㈯

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合
会　

植う
え

原は
ら

（
☎
23
・
３
２
３
９
）
へ

　

神
明
神
社
や
天
王
山
塚
古
墳
を

巡
り
、
ノ
ウ
ル
シ
や
ホ
ウ
チ
ャ
ク

ソ
ウ
、
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
の
こ
の

地
独
特
の
野
草
の
観
察
を
行
い
ま

す
。

日
時　

４
月
30
日
㈯　

９
時
30
分

森
下
公
民
館
集
合
～
11
時
30
分

※
小
雨
決
行

場
所　

神
明
神
社
、
天
王
山
塚
古
墳

講
師　

長な
が
す須
房ふ

さ
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん
（
野
草

研
究
家
）

費
用　

２
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
含
む
）

持
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用

具
、
運
動
靴
、
帽
子
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
、
カ
メ
ラ
、
ル
ー
ペ
（
お

持
ち
の
方
）
等

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
喜
の
自
然

を
愛
す
る
会

申
込
期
限　

４
月
24
日
㈰

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏ふ

り
が
な名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
同
会　

斎さ
い

藤と
う

（
☎
＆
Ｆ
23
・
０
８
９
９
）
へ

日
時　

４
月
14
日
㈭　

 

受
け
付
け

16
時
30
分
／
17
時
（
１
時
間
30
分

程
度
）

※
雨
天
時
は
受
け
付
け
の
み

※ 

予
備
日
４
月
21
日
㈭

場
所　

久
喜
青
葉
公
園
テ
ニ
ス
場

講
師　

庄し
ょ
う
じ司
充み

つ
こ子
さ
ん
（
日
本
体

育
協
会
公
認
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
指
導

員
）
ほ
か

対
象　

小
学
３
～
６
年
生

定
員　

10
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

動
靴
（
で
き
れ
ば
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ
）
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※ 

ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
等
は
用
意

し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
11
日
㈪
～
13
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

学
年
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

久
喜
東　

松ま
つ
も
と本
（
☎
53
・
５
５
３

９
／
☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
７

３
５
３　

火
～
金
曜
日
の
10
時
～

16
時
／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss943@

ybb.
ne.jp

）
へ

※ 

体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
、
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
（
予
定
）
の
助
成
を
受

け
て
行
い
ま
す
。

日
程　

５
月
15
日
・
22
日
、
６
月

５
日
・
12
日
・
19
日　

各
日
曜
日

全
５
回　

８
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　

江
面
第
一
小
学
校
体
育
館

内
容　

剣
道
の
基
本
お
よ
び
中
学

校
武
道
（
剣
道
）
必
修
応
援

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　

４
月
10
日
㈰
～
５
月

８
日
㈰

申
込
み
・
問
合
せ　

久
喜
市
剣
道

連
盟
江
面
剣
道
ク
ラ
ブ　

上う
え
の野　

☎

０
９
０
・
９
９
６
４
・
１
４
９
１

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 

（http://eduraken.at.w
eb

　

ry.info

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

５
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

６
月
４
日
・
11
日　

各
土
曜
日

全
５
回　

17
時
～
18
時
30
分

場
所　

栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン

タ
ー
し
ず
か
館

対
象　

小
学
生
以
上
（
親
子
同
伴

参
加
も
可
）

定
員　

30
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料（
傷
害
保
険
料
あ
り
）

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　

４
月
10
日
㈰
～
20
日
㈬

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
久
喜
市
剣
道
連

盟
栗
橋
雄
武
館　

吉よ
し
だ田
（
☎
０
８

０
・
５
０
０
５
・
０
３
４
８
／
Ｅ

メ
ー
ルm

asam
i.yoshida@

kki.bi
globe.ne.jp

）
へ

日
程　

４
月
24
日
㈰
～
６
月
５
日

㈰
の
各
土
・
日
曜
日　

全
10
回

土
曜
日　

16
時
～
18
時
／
日
曜
日

８
時
30
分
～
10
時
30
分

場
所　

栗
橋
北
彩
高
等
学
校
柔
道
場

内
容　

柔
道
の
受
身
等
指
導

講
師　

栗
橋
柔
道
ク
ラ
ブ
指
導
者

（
全
柔
連
公
認
指
導
者
）

対
象　

小
・
中
学
生

費
用　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
・

通
信
費
）

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
期
間　

４
月
９
日
・
16
日
・

23
日　

各
土
曜
日　

16
時
～
18
時

／
４
月
３
日
・
10
日
・
17
日　

各

日
曜
日　

８
時
30
分
～
10
時
30
分

申
込
方
法　

直
接
、
同
柔
道
場
へ

問
合
せ　

栗
橋
柔
道
ク
ラ
ブ　

吉よ
し

田だ　

☎
０
９
０
・
４
７
５
６
・
２

４
０
０

第
26
回
柔
道
教
室

剣
道
教
室

剣
道
初
心
者
教
室

春
の
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
体
験
教
室

野
草
観
察
ふ
れ
あ
い

ウ
オ
ー
ク
「
菖
蒲
」

初
め
て
踊
る
方
の
た
め
の

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

FAX
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◆
健
康
体
操

日
時　

４
月
19
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

４
月
20
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

４
月
27
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

※ 

各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

◆
₁
幼
児
ク
ラ
ブ

日
程　

５
月
23
日
㈪
、
６
月
21
日

㈫
、
７
月
５
日
㈫
、
９
月
７
日
㈬
、

10
月
11
日
㈫　

全
５
回　

各
10
時

30
分
～
11
時
15
分

内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
や
運
動
遊
び
、

製
作
等

対
象　

平
成
25
年
４
月
２
日
～
平

成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
申
込
順
）

◆
₂
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
ド

日
時　

５
月
８
日
㈰　

14
時
～
15
時

内
容　

春
の
折
り
紙

対
象　

小
学
生

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

【
₁
・
₂
共
通
】

申
込
期
間　

４
月
13
日
㈬
～
20
日

㈬　

９
時
～
18
時

※
休
館
日
を
除
く

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
児
童
館
へ

◆ 
子
ど
も
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ　

　

こ
ど
も
読
書
通
帳

　

こ
の
「
読
書
通
帳
」
は
、
自
分

の
読
書
記
録
を
作
成
し
、
読
書
の

記
録
を
貯
め
る
こ
と
で
さ
ら
に
読

書
意
欲
を
高
め
、
楽
し
み
な
が
ら

読
書
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
帳
に
、
た
く
さ
ん
の
知

識
や
感
動
を
貯
め
て
、
心
を
豊
か

に
し
て
く
だ
さ
い
。
満
期（
60
冊
）

に
な
っ
た
通
帳
は
、
一
生
の
宝
物

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
満
期
に

な
っ
た
通
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

図
書
館
に
て
お
め
で
と
う
シ
ー
ル

を
お
贈
り
し
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
、
新
し
い
通
帳
を
お
渡
し

し
ま
す
。

対
象　

幼
児
～
高
校
生
（
図
書
館

利
用
券
登
録
者
）

申
込
方
法　

各
図
書
館
（
中
央
・

菖
蒲
・
栗
橋
・
鷲
宮
）
で
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

―
中
央
図
書
館
―

 

☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

４
月
16
日
㈯　

13
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

「
若
者
の
す
べ
て
」
（
１

９
６
０
年
イ
タ
リ
ア
＝
フ
ラ
ン
ス

作
品　

ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
ほ
か
）

１
７
７
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

◆
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

　

 

青
空
お
は
な
し
会
～
公
園
で
紙

芝
居
を
楽
し
も
う
～

日
時　

４
月
23
日
㈯　

10
時
30
分

乳
幼
児
向
け
／
11
時
15
分　

幼
稚

園
年
中
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
児

童
向
け

※ 

対
象
年
齢
外
の
き
ょ
う
だ
い
も

一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

場
所　

吉
羽
公
園

※ 

雨
天
の
場
合
、
中
央
図
書
館
２

階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

申
込
み　

不
要
（
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

―
菖
蒲
図
書
館
―☎

87
・
１
３
８
８

◆
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

　

お
は
な
し
と
折
り
紙
の
会

日
時　

４
月
29
日
㈷　

11
時
～
11

時
30
分

内
容　

お
は
な
し
と
折
り
紙
を
楽

し
も
う

対
象　

幼
児
・
児
童
（
小
学
生
未

満
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）

費
用　

無
料

―
栗
橋
文
化
会
館
図
書
室
―

 

☎
52
・
２
０
０
０

◆
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

　

工
作
教
室

日
時　

５
月
８
日
㈰　

11
時

場
所　

展
示
室

内
容　

簡
単
な
動
く
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
遊
ぶ

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

ま
で
と
そ
の
保
護
者

※
一
人
で
参
加
も
可

定
員　

10
組
20
人
程
度
（
当
日
会

場
先
着
順
）

―
鷲
宮
図
書
館
―☎

58
・
１
０
０
２

◆
木
曜
映
画
会
（
時
代
劇
）

日
時　

４
月
21
日
㈭　

（
前
編
）

10
時
30
分
／
（
後
編
）
14
時

場
所　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容　

「
秘ひ

だ

ち

太
刀
馬う

ま

の
骨
」
（
２

０
０
５
年　

出
演
：
内う

ち
の野
聖せ

い
よ
う陽
ほ

か
）

定
員　

30
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

◆
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

　

子
ど
も
映
画
会

日
時　

４
月
23
日
㈯　

10
時
30
分

場
所　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容　

「
世
界
名
作
ア
ニ
メ　

ピ
ー

タ
ー
パ
ン
」

定
員　

30
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

市
立
図
書
館

公
共
施
設
の
催
し

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３
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―
青
葉
公
民
館
―

◆
初
級
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時　

５
月
12
日
㈭　

８
時
30
分
～

17
時

※ 

悪
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
あ
り

場
所　

青
葉
公
民
館
ま
た
は
久
喜

駅
東
口
集
合
～
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
（
東
京
都
八
王
子
市
）

※
市
バ
ス
を
利
用

内
容　

野
山
を
歩
き
自
然
に
親
し
む

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

30
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
１
０
０
円

申
込
期
限　

４
月
22
日
㈮　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
官
製
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
ど

ち
ら
の
申
し
込
み
も
２
人
ま
で
）

に
事
業
名
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話
番
号
・

集
合
場
所
を
明
記
の
上
、（
〒
３

４
６

－

０
０
１
６　

久
喜
市
久
喜

東
１
の
27
の
20
／
東
公
民
館　

☎

21
・
８
０
３
０
／
Ｅ
メ
ー
ルkuki

higashi-kom
inkan@

city.kuki.
lg.jp

）
へ

―
栗
橋
公
民
館
―☎

52
・
０
０
６
１

◆
初
め
て
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

シ
ニ
ア
向
け
安
心
・
安
全
教
室

日
時　

５
月
27
日
㈮　

午
前　

10

時
～
12
時
／
午
後　

14
時
～
16
時

場
所　

栗
橋
公
民
館

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

で
き
る
よ
う
簡
単
な
操
作
や
機
能

に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

講
師　

携
帯
電
話
事
業
者

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

各
20
人
（
超
え
た
場
合
抽

選
）

※
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

費
用　

無
料

持
物　

筆
記
用
具

※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
Ｏ
Ｓ
）
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
８
日
㈰　

必
着

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
教
室
名
・
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
・
希
望
時
間
帯

（
午
前
・
午
後
）
を
明
記
の
上
、

栗
橋
公
民
館
（
〒
３
４
９

－
１
１

０
２　

久
喜
市
栗
橋
中
央
２
の
７

の
１
／
Ｅ
メ
ー
ルkurihashi-ko

m
inkan@

city.kuki.lg.jp
）へ

―
鷲
宮
公
民
館
―☎

58
・
８
１
４
４

◆
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

日
程　

①
５
月
８
日　

９
時
30
分
～

13
時　

②
５
月
22
日　

９
時
30
分
～

12
時　

各
日
曜
日

場
所　

実
習
室
ほ
か

内
容　

①
料
理
作
り
（
豆
乳
入
り

ス
パ
ゲ
テ
ィ
・
デ
ザ
ー
ト
ほ
か
）

②
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
埼
葛
ボ
ー

ル
ほ
か
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　

12
組
（
申
込
順
）

費
用　

親
子
で
１
０
０
０
円
（
材

料
費
等
）

申
込
開
始　

４
月
10
日
㈰　

９
時

申
込
方
法　

費
用
を
添
え
て
、
直

接
、
鷲
宮
公
民
館
へ

※
電
話
で
の
仮
申
し
込
み
も
可

◆
か
が
や
き
学
級

日
程　

①
５
月
20
日　

②
５
月
27

日　

③
６
月
３
日　

各
金
曜
日

時
間　

①
・
③
10
時
～
11
時
30
分

②
８
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

大
ホ
ー
ル
、
会
議
室
１

内
容　

①
交
通
安
全
講
座　

②
館

外
研
修
「
富
岡
製
糸
場
」　

③
健

康
体
操

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

講
師　

①
県
政
出
前
講
座　

③
天あ

ま

川か
わ

和か
ず
み美
さ
ん

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

20
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

３
０
０
０
円
（
館
外
研
修

時
昼
食
・
写
真
代
等
含
む
）

申
込
期
限　

４
月
26
日
㈫　

必
着

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
（
一
葉

に
２
人
ま
で
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
申
し
込
み
は
２
人
ま
で
）
に
「
か

が
や
き
学
級
」
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
の
上
、

鷲
宮
公
民
館
（
〒
３
４
０

－

０
２

１
７　

久
喜
市
鷲
宮
６
の
１
の
４
／

Ｅ
メ
ー
ルw

ashinom
iya-kom

i
nkan@

city.kuki.lg.jp
）
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

―
公
民
館
市
民
企
画
事
業
募
集
―

　

市
民
が
自
主
的
に
組
織
し
、
運

営
し
て
い
る
団
体
の
自
発
的
な
学

習
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
市

民
企
画
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

環
境
、
福
祉
、
社
会
貢
献
・

社
会
参
加
、
国
際
化
、
情
報
化
、

人
権
等
の
分
野
で
、
市
民
を
対
象

と
し
て
企
画
さ
れ
た
講
座
や
講
演
会

※ 

団
体
の
会
員
・
関
係
者
の
み
を

対
象
と
し
た
事
業
、
日
常
の
学

習
活
動
は
除
く

実
施
期
間　

８
月
１
日
㈪
～
平
成

29
年
３
月
15
日
㈬

応
募
資
格　

①
構
成
員
の
過
半
数

が
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
団
体
で

あ
る
こ
と　

②
営
利
ま
た
は
特
定

の
政
党
・
政
治
団
体
に
関
す
る
活

動
も
し
く
は
宗
教
活
動
を
目
的
と

す
る
団
体
で
な
い
こ
と

※ 

２
年
連
続
し
て
実
施
し
た
団
体

は
、
そ
の
翌
年
の
応
募
は
不
可

採
否
の
決
定　

結
果
は
、
応
募
団

体
に
通
知
し
ま
す
。
学
習
事
業
に

か
か
る
講
師
謝
礼
金
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
公
民
館
が
負
担
し
ま
す
。

留
意
事
項　

①
事
業
は
、
自
ら
企

画
・
運
営
・
実
施
す
る
こ
と　

②

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
広

報
活
動
を
行
う
こ
と　

③
事
業
は
、

公
民
館
を
利
用
す
る
こ
と
（
実
施

日
時
・
利
用
す
る
公
民
館
は
、
公

民
館
と
協
議
）　

④
講
師
謝
礼
金

の
額
は
、
あ
ら
か
じ
め
公
民
館
と

協
議
す
る
こ
と　

⑤
そ
の
他
市
民

企
画
事
業
に
関
す
る
こ
と
は
、
団

体
の
自
主
運
営
で
行
う
こ
と

応
募
期
限　

４
月
30
日
㈯

応
募
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書（
各

公
民
館
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
中
央
公
民
館
（
☎
21
・

１
５
５
０
）
へ

公
民
館



広報  くき  2016（平成28年）.4�

 ●無　料　相　談手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手

交通事故発生状況　２月　※（　）内は平成28年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
66

（118）
１

（１）
８

（14）
74

（146）
232

（494）
※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　２月　※（　）内は平成28年の累計
建　物 ２（２） 急　病 398（ 776）

車両・船舶 ０（１） 交　通 52（ 107）
その他 １（３） その他 147（ 320）

火災件数 ３（６） 救急件数 597（1,203）

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

４月11日㈪
13時15分〜16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

４月25日㈪
９時30分〜11時30分

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

５月18日㈬
10時〜15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

５月19日㈭
13時30分〜15時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

４月15日㈮
13時〜17時

市役所４階
相談室３ 人権推進課男女共同参画係

（内線2322）５月６日㈮
13時〜17時

市役所４階
相談室３

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜
日、祝日にあたる場合は
翌日の平日から）

５月９日㈪
13時30分〜16時30分

市役所１階
相談室１・２

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

５月10日㈫
13時30分〜16時30分

鷲宮総合支所４階
406会議室

５月20日㈮
13時30分〜16時30分

市役所１階
相談室１・２

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

６月２日㈭
13時30分〜16時30分

市役所１階
相談室１・２

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国などの行政サービス
への意見・要望に関する
こと）

４月19日㈫
９時30分〜12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

４月19日㈫
13時30分〜16時

市役所４階
第６会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
10時〜12時／13時〜16時

市役所３階
消費生活センター

※ 来室の際は、必ずお問い合わ
せください。

※ 「消費生活相談室」は４月１日
より「消費生活センター」に名
称を変更しました。

消費生活センター　☎22－3925
※相談時間外のお問い合わせは、
　生活安全課市民生活・青少年係
　（内線2633）

年金相談
【要予約】

４月20日㈬
９時〜12時／13時〜15時

公文書館２階
第１会議室

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

生活困窮者自立支援相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
８時30分〜17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）

※ 緊急の場合を除き、来所の際
はお問い合わせください。

久喜市社会福祉協議会
☎23－2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜12時／13時〜17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線4695）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時〜12時／13時〜16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月〜金曜日（祝日・休館日を除く）
９時〜16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月〜金曜日（祝日を除く）
９時〜16時

各市立保育園  さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
※電話相談可  あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870〔 〕
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆FAX 21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間
○ 18時30分～21時30分…４月３日㈰・10日㈰・

17日㈰・24日㈰、５月１日㈰・８日㈰
○13時30分～16時30分、18時30分～21時30分
　４月29日㈷、５月３日㈷、４日㈷、５日㈷
診療時間　受付開始30分後 から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●大人を対象とする救急電話相談 ♯7000　☎048－824－4199
　受付時間　毎日…18時30分〜22時30分
●小児救急電話相談 ♯8000　☎048－833－7911
　受付時間　 月〜土曜日…19時〜翌朝７時／日曜日、祝日…７時〜翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月〜金曜日…17時〜翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分〜翌朝８時30分

　市では、不妊に悩むご夫婦を経済的に支援する助成事業を、
４月１日から開始します。
助成の対象者　平成28年４月１日以降に治療を行った方で、次
の①〜③を満たす方
① 夫婦の一方または双方が久喜市に居住し、住民登録がある方
②市税に滞納がない方
③埼玉県不妊治療費助成事業の支給決定を受けている方
※ 埼玉県不妊費助成事業については、県のホームページ「埼玉

県不妊治療費助成事業のご案内」等をご覧いただくか、幸手
保健所（☎42－1101）までご確認ください。

助成の対象となる治療　●特定不妊治療（体外受精、顕微授精
治療）●男性不妊治療
助成限度額　10万円
※ 特定不妊治療および男性不妊治療に要した費用から、埼玉県

不妊治療費助成金を控除した額のうち、夫婦１組につき、１
年度当たり、各10万円を限度とした額を通算して５年度まで
助成します。

申請手続きの手順
1 住所地を担当区域とする保健所（幸手保健所）で、埼玉県不

妊治療費助成金の申請をしてください。
2 次の⑴〜⑷を各地区の保健センターに提出してください。後

日、指定口座に助成金額を振り込みます。
　⑴「不妊治療費（特定・男性）助成金交付申請書」
　⑵「不妊治療費（特定・男性）助成金交付請求書」
※ 申請書・請求書は、各地区の保健センターで配布するほか、

市ホームページからもダウンロードできます。
※請求書には、振込先の金融機関と口座の記入が必要です。
　振込先の分かるものと印鑑をご用意ください。
　⑶埼玉県不妊治療費助成事業の支給決定を受けていることが
　　分かる書類
　⑷治療費の領収書（原本が提出できない場合には、領収書の
　　写し）
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、各地区の保健
センターまでお問い合わせください。
問合せ　各保健センター（中央・☎21－5354／菖蒲・☎85－7021
／栗橋・☎52－5577／鷲宮・☎58－8521）

久喜市不妊治療費助成事業
を開始します

　市では、４月１日以降も高齢者肺炎球菌ワクチン
の任意接種費用の一部助成を継続します。
　高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種は、高齢者の
肺炎の原因となる病原体の中で、最も頻度の高い
「肺炎球菌」による肺炎を予防します。法律で定め
られた定期の予防接種ではなく、任意の予防接種で
す。ワクチンの効果や副反応について医師と相談の
上、接種してください。
対象者　定期接種に該当しない方で、次の①②を満
たす方
① 久喜市に住民登録があり、接種日に満65歳以上
　の方
② 初めて肺炎球菌ワクチンを接種する方、または過

去に接種してから５年以上経過している方
※ 平成28年度の定期接種の対象にあたる方には、別

途個別通知をします。（４月上旬）
接種方法　お住まいの地区の保健センターへ電話ま
たは窓口にてお申し込みください。予診票の交付を
受けてから市内の実施医療機関に直接予約の上、接
種してください。
※ 申し込みされた方には市内実施医療機関一覧表を

お渡しします。（市ホームページでもご覧になれ
ます）

助成内容・費用負担　接種費用8,000円のうち、市
が3,000円を助成しますので、自己負担金5,000円を
医療機関でお支払いください。
※ 生活保護世帯の方、中国残留邦人等の支援給付を

受けている方は全額を助成。（証明となるものを
医療機関の窓口に提示してください）

※ 受診時に発熱等の体調不良により、接種ができな
かった場合、診察料をご負担いただくことがあり
ます。

持物　予診票、自己負担金（5,000円）、健康保険
証など
問合せ　各保健センター（中央・☎21－5354／菖
蒲・☎85－7021／栗橋・☎52－5577／鷲宮・☎58－
8521）

高齢者肺炎球菌【任意】接種費用
の一部助成を継続します
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　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　４月10日㈰～５月９日㈪（４月１日〜９日は広報くき３月１日号に掲載）

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月28日㈭　受付：12時30分〜13時45分 平成27年12月生まれ
10か月児健康診査 ４月20日㈬　受付：12時30分〜13時45分 平成27年5月生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月27日㈬　受付：12時30分〜13時45分 平成26年10月生まれ
３歳児健康診査 ４月21日㈭　受付：12時30分〜13時45分 平成24年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月13日㈬　受付：９時30分〜11時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月20日㈬　10時〜11時30分 ５〜７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者
多胎児のつどい（双子・
三つ子の保護者のつどい） ４月18日㈪　10時30分〜11時30分 双子・三つ子の保護者

精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 ４月26日㈫　13時30分〜15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
不登校・ひきこもり家族
のつどい

４月11日㈪、５月９日㈪　14時〜16時
場所：中央公民館

登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる
家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月12日㈫　受付：12時30分〜12時50分 平成27年11月〜12月生まれ
３歳児健康診査 ４月27日㈬　受付：12時30分〜12時50分 平成24年11月〜12月生まれ
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月28日㈭　10時〜11時30分 ５〜７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月19日㈫　受付：13時〜13時30分 平成27年12月生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月12日㈫　受付：13時〜13時30分 平成26年９月１日〜10月15日生まれ
３歳児健康診査 ４月26日㈫　受付：13時〜13時30分 平成24年12月生まれ

乳幼児健康相談 ４月11日㈪、27日㈬、５月９日㈪
受付：９時30分〜11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ４月22日㈮　10時〜11時30分 ５〜７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者

ダンベル体操 ４月21日㈭　①９時30分〜10時30分
　　　　　　②10時40分〜11時40分 市内在住者

コアラ（障がいのある子
どもの保護者のつどい） ４月19日㈫　10時〜11時30分 心や身体に気掛かりのある子どもの保護者

わかちあいるーむ（精神
障がい者の家族のつどい） ４月21日㈭　13時30分〜15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ４月14日㈭　受付：13時〜13時45分 平成27年12月生まれ
10か月児健康診査 ４月15日㈮　受付：13時〜13時45分 平成27年６月生まれ
１歳６か月児健康診査 ４月22日㈮　受付：13時〜13時45分 平成26年９月生まれ
３歳児健康診査 ４月26日㈫　受付：13時〜13時45分 平成24年12月生まれ
乳幼児健康相談 ４月13日㈬　受付：13時〜14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ５月６日㈮　10時〜11時30分　 ５〜７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月〜金曜日（祝日を除く）９時〜16時 市内在住者
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 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020

久喜市の人口
３月１日現在

（　）内は前月比

人　口 154,424人　（－69）
男　 77,173人　（－35）
女　 77,251人　（－34）
世帯数 63,557世帯（＋ 8）

　東日本大震災発生から５年が経過しましたが、未だ多くの被災された方々が避難生活を続け、一部では風評被
害等も残っています。まだまだ厳しい状況ではあるものの、被災地では復興に向けて明るい話題も増え、少しず
つ再建への道を歩んでいます。
　久喜市では、被災地へ職員を派遣し、復興支援に努めています。派遣職員の目から見た宮城県東松島市の
「今」をお伝えします。併せて、宮城県東松島市長からのメッセージをご紹介します。
問合せ　秘書課秘書係（内線2223）

～震災から５年～  久喜市からの派遣職員が見た被災地の「今」

●海苔
　市内沿岸部で幅広く生産され幾
度となく、皇室御献上品を生み出
してきた高い品質が自慢の海苔。
定番の焼きのりはもちろん、ドレッ
シング、ソーセージなどが多彩に
ラインナップされ、特に「のりう
どん」は東
松島の新た
な名物とし
て人気上昇
中です。

●牡蠣
　全国の養殖地へ種ガキを出荷し、

「牡蠣のふるさと」とも言える東松
島市。
　松島湾と２本の一級河川、そし
て、漁師の技が育て上げる牡蠣は、
１年ものながら大粒で甘みの強い
極上の味で、
多くの人を
魅了してい
ます。

●ブルーインパルス
　航空祭などで絶大な人気を誇る
松島基地所属のアクロバット飛行
チーム。通常は、イベント時でし
かその姿を見ることはできません
が、松島基地周辺では日常的に訓
練飛行が行われ、大空に描くアー
トは東松島
市ではお馴
染みの光景
です。

東松島市の特産品・名物

　宮城県は漁業生産量で全国第２位の水産県で
す。その中で、東松島市の水産業の中心となっ
ているのは、「海

の り

苔」と「牡
か き

蠣」の養殖です。
松島湾の恵まれた漁場により育まれる海苔や牡
蠣は、その品質が高く評価されています。どち
らも東日本大震災で壊滅的な被害を受けました
が、今では震災前と同じ出荷量にまで戻ってい
ます。
　また、市内の航空自衛隊松島基地は、青と白
にカラーリングされた６機の航空機「ブルーイ
ンパルス」の本拠地で全国的にも有名なところ
です。
　昨年の５月に仙石線が開通し久喜市から東松
島市へは３時間足らずで行けるようになりまし
た。久喜市の皆様、美味しいものいっぱい、見
どころいっぱいの東松島市へ、ぜひお越しくだ
さい。お待ちしています。

宮城県東松島市長　阿
あ べ

部秀
ひ で お

保

　東北地方は私が学生時代に一時を過ごした思い
出の地です。震災での被害の様子は報道等で見て
おり、常々、被災地の復興に役立ちたいと思って
いました。その後、被災地派遣を希望し、２年前
の平成26年4月から東松島市へ派遣となりました。
　東日本大震災が発生してから５年が経過し、道
路や河川などの復旧は進んでいますが、現地の
方々から改めて当時の話を聞いていると、私が知っ
ていた事は、ここで起きた事のほんの一部なのだ
と痛感しました。
　東松島市へは、全国の自治体から、多くの職員
が派遣されています。こういった機会がなけれ
ば、一緒に仕事をすることはなかったことでしょ
う。ここでの出会いや経験が自分自身への大きな
財産となり、久喜市に戻ってからもさまざまな業
務で活かせると思っています。

宮城県東松島市　復興政策課　主事　山
や ま ざ き

﨑崇
た か し

司
（久喜市より派遣）


